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は じめに   

前橋市の北にそびえる赤城山は、往古から人々とかかわりが深く、親しま  

れ愛される造遥の山であります。その悠々と裾野を広げる台地を中心として、  

岩宿遺跡で知られるように旧石器時代から開けてきた地域で、いたるところ  

で旧石器時代や縄文時代の遺跡が発見されています。   

古代において前橋台地を中心に、800余りの古墳が築造されました。東国古  

墳文化の中心地として栄え、今でも9基もの国史跡指定となる古墳が存在し  

ます。   

続く律令制の時代に入ると、総社古墳群から連綿と続く山王廃寺、上野国  

府、上野国分僧寺、上野国分尼寺など「クニ」の中枢施設が次々に造られ、  

政治・宗教・学問の中心として繁栄いたしました。   

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずっ  

た地として知られ、近世においては、評代大名の酒井氏、松平氏が居城した  

関東七名城の一つに数えられる厩橋城が築かれました。   

近代では、横浜港が開港されると、輸出の花形商品として生糸をもって一  

番乗りしたのが、前橋の糸商人でした。前橋は、藩をあげて蚕糸に力を注ぎ、  

我が国初の製糸の機械化に取り組みました。生糸により、横浜と前橋を結ぶ  

シルクロードが開かれ、文化交流が始まりました。このように本市は、歴史  

溢れる豊かなまちです。   

本報告書に掲載いたしました元総社蒼海遺跡群の発掘調査は区画整理事業  

に伴うもので、上野国府を解明する重要な目的があります。調査により、国  

府と推定される元総社町から群馬町の国分寺一帯まで集落が存在することが  

判明いたしました。これらは今後、分析が進めば、「国府のマチ」として解釈  

されるものと期待されます。   

発掘調査にあたりましては、ご協力をいただきました元総社地区の皆さん、  

市区画整理第二課、調査に従事されました皆さんに厚く御礼申し上げます。   

なお、本報告吾が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

平成18年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長  根 岸  雅   



例  

1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社遺跡群（4）発掘調査報告書である。  

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。  

3．発掘調査の要項は次のとおりである。  

調  査  場  所  群馬県前橋市元総社町1713 他  

発 掘 調 査 期 間  平成17年9月9日～平成17年11月25日  

整理・報告書作成期間  平成17年11月26日～平成18年3月3日  

発掘・整理担当者  近藤雅順・池田史人（発掘調査係貞）  

4．本書の原稿執筆・編集は近藤・池田が行った。  

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。   

木村孝充・後藤進一・佐藤佳子・下境 弥・下境米治・城田邦男・曽我 仁・冨澤理恵・内藤 旭   

内藤よし・中島利夫・西山勝久・西山光彩・峰岸あや子  

6．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財   

保護課で保管されている。  

例  凡   

1．挿図中に使用した北は、座標北である。  

2．挿図に建設省国土地理院発行の1：200，000地形図（宇都宮、長野）、1：25，000地形図（前橋）、1：6，000  

前橋市現形図を使用した。  

3．本遺跡の略称は、17A130－10である。  

4．遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。   

J…縄文時代の竪穴住居跡  F…炉跡  H・・・古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡  T‥・竪穴状遺構   

W…溝跡  U…埋設土器 JD…縄文時代の土坑  D＝∵土坑  P・・・ピット I…井戸跡  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。  

遺構  全体図・・・1：200  住居跡・竪穴状遺構・溝跡・土坑・ピット・井戸跡…1：30・1：60・1：120  

竃・炉断面図…1：30   

遺物  土器…1／3・1／4  石器・石製晶・土製品… 2／3・1／2・1／3  鉄器・鉄製品…1／2  

瓦…1／2・1／6  

6．土器の器種において、本報告書では、口径12．Ocm以下・器高4．Ocm以下・糠埴整形・酸化煩焼成の杯形土器を  

「かわらけ」と呼称する。  

7．計測値については、（）は現存値、［］は復元値を表す。  

8．セクション図のPは遺物、Sは石を表す。  

9．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示し、それぞれ以下のように表現する。  

◎…締まり・粘性非常にあり、○…締まり・粘性あり、△…締まり・粘性ややあり、×‥・締まり・粘性なし  

10．遺構平面図の…－－－－－－－－ は推定線を表す。  

11．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。  

遺構断面図  構 築  

遺物実測図  須恵器断  灰柚陶器断面・・・L辻二士」 灰粕陶器表面・・m  

緑柚陶器断面・・ヰT千丁手］煤 付 着・・・「  i粘土付着…L二二二」  

漆 付 着…m 赤色塗彩・・・＋  
12．主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。  

AsB （浅間B軽石：供給火山・浅間山、1108年）  

HrFP （榛名ニッ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）  

Hr－FA（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）  

AsC （浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半～中葉）  
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Ⅰ 調査に至る経緯   

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、6年目にあたる。本調査地は、  

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。   

平成17年7月15日付けで、前橋市長 高 木 政 夫より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴  

う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織で  

ある前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅に対し、調査実施を協議し、調査団はこれを受諾した。平成  

17年8月26日、調査依頼者である前橋市長 高 木 政 夫と前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長 根岸 雅と  

の間で、本発掘調査の委託契約を締結し、9月9日に現地での発掘調査を開始するに至った。   

なお、遺跡名称「元総社蒼海遺跡群（4）」（遺跡コード：17A130－10）の「元総社蒼海遺跡群」は区画整理事  

業名を採用し、数字の「（4）」は過年度に実施した調査と区別するために付したものである。  

ⅠⅠ遺跡の位置と環境  

1遺跡の立地  

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、  

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地利根川左岸、東部の  

広瀬川低地帯の4つの地域に分けられる。   

本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被  

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の  

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利楓11は現在の広瀬川流域と推  

定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって  

流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との比  

高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。   

本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3kmの地点、前橋市元締社町地内に所在している。南東へ約  

1kmの所に上野国総社神社があり、すぐ西には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側には国  

道17号、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹線  

道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったところに  

位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。  

2 歴史的環境  

本道跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山  

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築かれたとされ  

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴  

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。   

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地  
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Fig．1元総社蒼海遺跡群位置図  
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域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。   

弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検  

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。   

古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡のおもに北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するも  

のには、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ石室  

をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考え  

られ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳  

期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鶴尾、根巻石等の石造物群は、  

宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この  

寺は上野地域を治めていた「上毛野氏」の氏寺であり、この古墳群には「上毛野氏」一族が葬られているとも考  

えられている。これらから、この地が「卓評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能してい  

た様子が窺える。   

奈良・平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的・  

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をもつ国  

府は、元総社地区に置かれたとされる。   

国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や、「圃厨」・「曹司」・  

「国」・「邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡、律令期の掘立柱建物跡と考えられる柱  

穴が検出された元総社宅地遺跡がある。また、国府域の推定を可能にした大規模な東西方向の溝跡が検出された  

閑泉樋遺跡と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東外郭線が想定されるに  

至った。さらに近年では、元総社小見内ⅠⅠⅠ遺跡や元総社小鬼内ⅠⅤ遺跡から、国分尼寺の東南隅から国府の中心部  

に向かうと思われる溝跡が検出されたり、宮人の用いたと考えられる円面硯、巡方（腰帯具）も出土し、国府に  

ついて考えるうえで貴重な資料となっている。   

国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。本  

格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。さらに国分尼寺の  

調査では、昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。さらに平  

成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝  

跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分  

僧寺・尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘建柱建物跡群が検出されている。   

また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1．5km南の地点にN－64ロー【E方向の東山道（国府ルート）があるこ  

とが推定されている。また、推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ延長した  

ものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。   

中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての機  

能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城の  

縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。   

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと  

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続  

的に本地域の発掘調査が行われている。これにより、手つかず状態であった本地域の全容が明らかになっていく  

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。  
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Fig．2 周辺遺跡図   



Tab．1 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表  

番号   追 跡 名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

ロ  元総社蒼海遺跡群（4）   2005  本遺跡   

2  上野国分寺跡（県教委）  1980／）88  奈良：金堂基壇・塔基壇   

3  上野国分尼寺跡   （1999）  奈良：西南隅・東南隅築垣   

4  山王廃寺跡   （1974）  古墳：塔心礎・根巻石   

5  東山道（推定）  

6  日高道（推定）  

7  王山古墳   1972  古墳：前方後円墳（6C中）   

蛇穴山古墳   1975  古墳：方墳（8C初）   

9  稲荷山古墳   1988  古墳：円墳（6C後半）   

10  愛宕山古墳   1996  古墳：円墳（7C初）   

田  総社二子山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（6C末～7C初）   

12  遠見山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（5C後半）   

13  宝塔山古墳   未調査  古墳：方墳（7C末）   

14  元総社小学校校庭遺跡   1962  平安：掘立柱建物跡・柱穴群・周濠跡   

15  産業道路東追跡   1966  縄文：住居跡   

16  産業道路西追跡  縄文：住居跡   

17  中尾遺跡（事業団）   1976  奈良・平安：住居跡   

18  日高遺跡（事業団）   1977  弥生：水田跡・方形周溝墓・住居跡・木製農耕具、平安：条里制水田跡   

19  正観寺遺跡Ⅰ～ⅠⅤ（高崎市）  1979～81  弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡   

20  上野国分僧寺・尼寺中間地  1980／－）83  縄文：住居跡・配石遺構、弥生：住居跡・方形周溝墓、古墳：住居跡、奈良・平安：  

域（事業団）  住居跡・掘立柱建物跡、中世：掘立柱建物跡・満状遺構・道路状遺構   

四  清里南部遺跡群・ⅠⅠⅠ   1980  縄文：ピット、奈良・平安：住居跡、溝跡   

22  中島遺跡  1980  奈良・平安二住居跡   
23  下東西遺跡（事業団）   1980～84  縄文：屋外埋碧、弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物  

跡・柵列、中世：住居跡・構跡   

24  国分境遺跡（事業団）   1990  古墳  、奈良・平安：住居跡  

国分境ⅠⅠ追跡   1991    、奈良・平安：住居跡  
国分境ⅠⅠⅠ遺跡（群馬町）   1991  古墳  、奈良・平安：住居跡・畠跡、中世：土壌墓   

25  元総社明神遺跡Ⅰ～ⅩⅠⅠⅠ  1982～96  古墳：住居跡・水田跡・堀跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・大形人形、中世：住居  

跡・湛跡・天目茶碗   

26  北原遺跡（群馬町）   1982  縄文：土坑・集石遺構、古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡   

27  鳥羽遺跡（事業団）   1978～83  古墳：住居跡・鍛冶場跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡（神殿跡）   

閃泉樋遺跡   1983  奈良・平安：満跡（上幅6，5～7m、下幅3，24m、深さ2m）   

29  柿木遺跡・ⅠⅠ遺跡   1983，88  奈良・平安：住居跡・湛跡   

30  草作遺跡   1984  古墳：住居跡、平安二住居跡、中世：井戸跡   

31  桜ケ丘遺跡  弥生  

総社桜ケ丘遺跡・ⅠⅠ遺跡  1985，87  奈良  住居跡   

32  閑泉樋南遺跡   1985  古墳：住居跡、奈良・平安：溝跡   

33  後疋間遺跡Ⅰ～ⅠⅠⅠ（群馬町）  1985～87  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：道路状遺構   

34  塚田村東遺跡（群馬町）   1985  平安：住居跡   

35  寺田遺跡   1986  平安：構跡・木製品   

36  天神遺跡・ⅠⅠ遺跡   1986，88  奈良・平安：住居跡   

37  屋敷遺跡・ⅠⅠ遺跡   1986，95  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：堀跡・石敷遺構   

38  大友屋敷ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ遺跡   1987  古墳：住居跡、平安二住居跡・溝跡・地下式土坑   

田  堰越遺跡   1987  奈良・平安：住居跡・溝跡   

40  堰越ⅠⅠ遺跡   1988  平安：住居跡   

41  昌楽寺廻向遺跡・ⅠⅠ遺跡   1988  奈良・平安：住居跡   

42  村東遺跡   1988  古墳：住居跡・構跡、奈良・平安：住居跡、中世：堀跡   

1988  縄文  、平安：住居跡・溝跡  

熊野谷ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ追跡  
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番号   遺 跡 名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   

44  元総社寺田遺跡Ⅰ～ⅠⅠⅠ   1988～91  古墳：水田跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・人形・斎串・墨書土器、中世：  

（事業団）  満跡   

45  弥勤遺跡・ⅠⅠ遺跡   1989，95  古墳：住居跡、平安：住居跡   

46  大屋敷遺跡Ⅰ～ⅤⅠ   1992～  縄文二住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建物跡・地下式  

2000  土坑・滞跡   

47  元総社稲葉遺跡   1993  縄文：土坑、平安：住居跡・瓦塔   

48  上野国分寺参道遺跡   1996  古墳：住居跡、平安：住居跡   

49  大友宅地添遺跡   1998  平安：水田跡   

50  総社閑泉明神北遺跡   1999  古墳  水田跡・溝跡、中世：溝跡  

総社閑泉明神北ⅠⅠ遺跡   2001    ・溝跡、平安：住居跡・溝跡  

総社閑泉明神北Ⅴ遺跡   2004  古墳  、奈良・平安：住居跡   

51  元総社宅地遺跡1～23トレ  2000  古墳：住居跡、平安：住居跡・掘立柱建物跡・鍛冶場跡・溝跡・道路状遺構、中世■；  

ンチ  構跡、近世：住居跡・五輪塔・椀類   

52  元総社小見遣跡   2000  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡・道路状  

遺構   

53  元総社西川遺跡（事業団）  2000  古墳：住居跡・昌跡、奈良・平安：住居跡・溝跡   

54  総社甲稲荷塚大道西遺跡  2001  奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：畠跡、近世：構跡  

総社甲稲荷塚大道西ⅠⅠ遺跡  2001  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、近世：溝跡   

55  元総社小見内ⅠⅠⅠ遺跡   2001  古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中世：掘立柱建  

物跡、溝跡  

元総社小見内ⅤⅠ遺跡   2003  奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：井戸跡   

56  総社甲稲荷塚大道西ⅠⅠⅠ遺跡  2002  古墳  、奈良・平安：住居跡・畠跡・溝跡  
ーモー．t．■．一丁－ナ●．t■■：・●●－■●．t■ナナ■■・－■－■－■t■●■■■－■■■■■■■－■■1－t一一■－■－■■■－■－■■■－■－t■●■一－●t●■●■■■●●－■  

総社閑泉痴申北 2002     、古墳：住居跡．、奈良・平安：住居跡  

総社甲稲荷塚大道西ⅠⅤ遺跡  2003  古墳＿  ：畠跡、中世：畠跡   

57  元総社小見ⅠⅠ遺跡   2002  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：溝跡・  

道路状遺構  

元総社小見ⅠⅤ遺跡   2003    、古墳：住居跡、奈良・平安：使敵中世：∴軸・ 

車繹社小見Ⅴ遺跡   2003    ニ．古酎厚唐跡、奈卑T．平軍：・姐軌■中世1：ム鱒御物捗 
●ヽ・■・・・●・・●・一■●・■●」■●■■－－・■■・■■・・・＝■・・・●・・●・一■・■■【■▲●H●－・■・・・■t・・・■・・・■：■・▲■■■－－・■・・・■・・■・・・●■・・・－・■一・■●■・・－▲・・■■・■・・■一・■・■・・■▲－t●・・－・■・・・■・・●●・－●H●▲・  

元総社小見ⅤⅠ遺跡   2004     、古墳：住居跡、奈良・平安：鱒唇曙  
■・一－－一－・・←－－■・■－■■・・・1・一－・■－■■・・・－■－一・・←－一■－■・・・：■一一一■・－■■・■■  

元絶社小見Vll遺跡   2004  縄文  ∴古痕・王座后痴、 

58  元総社小見ⅠⅠⅠ遺跡   2002  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：溝跡・道路状遠  

構  

元総社草作Ⅴ遺跡   2002  古癖  、奈良・平安：住居跡、中世：満跡   

59  元総社小見内ⅠⅤ遺跡  2002  
■ 
2db§   

元総社小局内†日蓮跡  
元総社小見内ⅠⅩ遺跡   2004    住居跡、中世：溝跡  

■‾イ■：■◆一■■▼■■：■■■■▼■■■■■－■■1■■■■■■「■■■■＿■■■  

元絶社小見内Ⅹ遺跡   2004    、奈良・平安：住居跡・工房跡・粘土採掘坑・金片・金粒、中世：溝  

跡・土壌墓   

60  元総社北川遺跡（事業団）  2002～04  古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中・近世：掘立柱建物跡・水田跡・火  

葬墓   

61  稲荷塚道東遺跡（事業団）  2003  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡・竃構築材採掘痕・井戸跡   

62  元総社小見内VlI遺跡   2003  縄文：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：畠跡、滞跡   

＊調査年度の欄の（）は調査開始年度を表す。  

＊遺跡名の欄の（事業団）は㈲群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。   



ⅠⅠⅠ調査方針と経過  

1 調査方針  

委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、調査面積は約448m2である。  

グリッド座標については、国家座標（日本測地系）Ⅹ＝＋44．000・Y＝－72．200を基点（Ⅹ0・YO）とする4  

mピッチのものを使用し、西から束へⅩ44、Ⅹ45、Ⅹ46…、北から南へYl17、Yl18、Yl19…となり、グリッドの  

呼称は北西杭の名称を使用した。   

本遺跡のⅩ49・Y124の公共座標は次のとおりである。  

日本測地系  Ⅹ＝＋43504．000  Y＝－72004．000  

世界測地系  Ⅹ＝＋43858．908  Y＝－72295．753   

調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で行った。   

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竃・炉は1／10の縮尺で作  

成した。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単  

位で収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。  

2 調査経過  

本調査は9月9日より現地調査を開始した。調査地は畑作地であるため耕作土と遺構面の土とを分ける必要が  

あった。したがって、まず、重機（バックフォー0．4Ⅰぜ）にて約20cm程現耕作土を掘削し一カ所に集めた。その後、  

更に約20cm程掘り下げAs－B軽石混土層を取り除き、AsC・HrFP軽石を含む黄褐色土の面において遺構確認調  

査を行った。9月14日には杭打ち測量を行い遺構の掘り下げ・精査開始に至った。   

調査区は北西から南東方向に向かって次第に低くなるので、調査は北側より進めることとした。北側は奈良・  

平安時代の遺構がやや高い密度で検出され、遺構の新旧関係の判断に苦心した。南側は遺構の密度が少し低くな  

り、また、西部は遺構が浅くスムースに調査が進んだ。  

11月2日にハイライダー（23m）による調査区全景撮影を行い、11月4日から二面目・遺構構築状況等の調査  

を行った。北側・南側で縄文時代の遺構が検出されたが、地山と遺構覆土との違いが分かりづらく遺構確認に時  

間を要した。また、瓦等を多量に使用している竃も確認できた。そして、精査の結果、縄文竪穴住居跡2軒、土  

師竪穴住居跡22軒、竪穴状遺構1軒、溝跡6条、縄文土坑2基、土坑13基、ピット11基、井戸跡1基を検出した。  

11月25日に調査を終了し、その後調査区の埋め戻しを行った。  

12月20日より文化財保護課庁舎に戻り、整理作業を開始した。遺物の水洗い・注記・接合・復元・実測・写真  

撮影・収納、図面の修正・整理・収納、写真の整理・収納を行い、3月3日にすべての作業を終了した。  
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Fig．3 元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図   



ⅠⅤ 基本層序  

A′  L＝123．9m  8  

0  1：20  

A地点  B地点   

Fig．4 基本層序  

本道跡地内のA地点、B地点の地層の堆積は、下記のとおりである。  

1 灰黄褐色細砂層（10YR4／2）  現耕作土  

2 褐色細砂層（7．5YR4／3）  現代の水田跡  

3 灰黄褐色粗砂層（10YR4／2）  締まり○ 粘性△  

AsB混土層  

4 にぶい黄褐色細砂層（10YR4／3）  締まり○ 粘性O  

AsC・HrFP20％  

5 黒褐色細砂層（10YR3／2）  締まり○ 粘性○（B地点に存在）  

As－ClO％  

6 暗褐色微砂層（10YR3／3）  締まり○ 粘性◎  

白色・赤色の軽石1％（総社砂層）  

7 にぷい黄褐色微砂層（10YR5／4）  締まり○ 粘性◎  

赤色の軽石2％（総社砂層）  

8 明黄褐色微砂層（2．5YR6／6）  締まり◎ 粘性△  

（総社砂層）  
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Ⅴ 遺構と遺物  

1 竪穴住居跡   

J－1号住居跡（Fig．6・24・34、PL．1・9・14）  

位置 Ⅹ47・48、Y123・124グリッド 主軸方向 N42OE 形状等 隅丸方形と推測される。東西（4．36）m、  

南北（2．60）m、壁現高58cmを測る。 面積（5．95）m2 床面 ほぼ平坦な床面。北西隅に底部を除去した埋設  

土器有。炉 検出されず。重複 H－17、W－3、JD－2と重複しており、新旧関係は本遺構→JDL2、HL  

17、W－3の順である。 出土遺物 縄文土器109点・石類9点。そのうち、深鉢8点、石錘1点、削器1点、打  

製石斧1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から縄文時代前期（諸磯C式）と考えられる。  

」－2号住居跡（Fig．6・25・34、PL．1・9・14）  

位置 Ⅹ45・46、Y124・125グリッド 主軸方向 N－22ローE 形状等 隅丸方形と推定される。東西（4．56）m、  

南北（3．74）m、壁現高70cmを測る。 面積（11．32）ぱ 床面 ほぼ平坦な床面。南側に底部を除去した埋設土  

器有。 炉 南西部（Fl）と中央やや南（F2）の2ヶ所より地床炉が検出された。Flは長軸36cm、短軸28  

cmの円形で深さ11cmを図り、F2は長軸40cm、短軸33cmの円形で深さ8．5cmを図る。 重複 H－19、W－2・3・  

6と重複しており、新旧関係は本遺構→H－19、W－2・3・6の順である。 出土遺物 縄文土器375点・石類  

20点。そのうち、深鉢14点、小壷1点、石鍍1点、打製石斧1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物か  

ら縄文時代前期（諸磯C式）と考えられる。  

H－1号住居跡（Fig．7・26、PL．2・10）  

位置 Ⅹ44、Y121・122グリッド 主軸方向 N－1100rE 形状等 方形と推測される。東西（3．14）m、南北  

（2．20）m、壁現高36cmを測る。 面積（5．52）m2 床面 中央部をH－7に切られるが、残っている部分は平  

坦で塑緻な床面。 竃 南壁セクションの東側部で褐色粘土ブロックが認められたが検出されず。 重複 H－  

7・8、D－7・12と重複しており、新旧関係はH－8、D－12→本遺構→H－7→D－7の順である。 出土  

遺物 縄文土器1点・土師器150点・須恵器114点・鉄類1点・灰粕陶器2点。そのうち、杯3点を図示した。 備  

考 時期は埋土や出土遺物から9世紀中葉と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig．8・26・36、PL．2・10）  

位置 Ⅹ45・46、Yl18・119グリッド 主軸方向 N－990－E 形状等 長方形。東西3．28m、南北［4．16］m、  

壁現高54cmを測る。 面積［12．20］が 床面 平坦で塁緻な床面。周溝有。 竃 東壁中央南より検出され、主  

軸方向N－1040－E、全長113cm、最大幅76cm、焚口部幅34cmを測る。構築材として、粘土、両袖と燃焼部壁に瓦、  

支脚に川原石を使用している。また、掘り方部は瓦・遺物を混ぜた15～20cmの粘土を貼付している。 重複 H－  

4、W－2、D－5と重複しており、新旧関係はW－2→本遺構→H－4→D－5の順である。 出土遺物 縄  

文土器7点・土師器438点・須恵器322点・瓦29点・鉄類2点・灰粕陶器9点。そのうち、杯3点、高台椀4点、  

羽釜1点、瓦5点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。  

H－3号住居跡（Fig．7・26、PL．3）  

位置 Ⅹ44・45、Yl19・120グリッド 主軸方向 N－81D－E 形状等 方形と推定される。東西（2．86）m、南  

北（4．28）m、壁現高61cmを測る。 面積（10．38）戯 床面 平坦で堅緻な床面。 竃 東壁中央やや南より検  

出され、主車由方向N－820－E、全長120cm、最大幅100cm、焚口部幅54cmを測る。構築材として、粘土を使用して  

いる。 重複 H－5・9・14と重複しており、新旧関係はH－14→本遺構→H－5・9の順である。 出土遺  
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物 縄文土器2点・土師器80点・須恵器15点・瓦2点。そのうち、杯2点を図示した。 備考 時期は埋土や出  

土遺物から7世紀代と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig．9・27・34・35・37、PL．3・10・14）  

位置 Ⅹ45・46、Yl18・119グリッド 主軸方向 N－1000一－E 形状等 長方形。東西2．92m、南北3．34m、壁  

現高44cmを測る。面積 9．13m2 床面 平坦で堅緻な床面。竃 東壁中央やや南より検出され、主軸方向N  

1040－E、全長92cm、最大幅64cm、焚口部幅34cmを測る。構築材として、粘土、両袖に川原石、燃焼部壁に瓦、天  

井部に凝灰岩を使用している。また、燃焼部掘り方には川原石を混ぜた20cm程の粘土を貼付している。 重複  

H2、W－2、D－5と重複しており、新旧関係はW－2→H－2→本遺構→D－5の順である。 出土遺物  

縄文土器21点・土師器206点・須恵器156点・瓦10点・石類1点・鉄類3点・灰粕陶  柚陶器1点・土製  

品1点。そのうち、高台皿1点、杯2点、高台椀2点、賛2点、紡錘車1点、土製円盤1点、飾り金具1点、釘  

2点、瓦3点を図示した。備考 時期は埋土や出土遺物からh－2とそれほど時期差はない10世紀前半と考え  

られる。  

H，5号住居跡（Fig．9・27・37、PL．4・10）  

位置 Ⅹ44、Y120・121グリッド 主軸方向 N－870－E 形状等 方形と推測される。東西（0．53）m、南北（3．  

74）m、壁現高45cmを測る。 面積（1．55）鯉 床面 平坦で塁緻な貼り床。 竃 東壁中央やや南より検出さ  

れ、主軸方向N－930一－E、全長78cm、最大幅69cm、焚口部幅40cmを測る。構築材として、粘土、支脚に瓦を使用  

している。 重複 H－3・14と重複しており、新旧関係はH－14→H－3→本遺構の順である。 出土遺物 土  

師器28点・瓦1点。そのうち、鉢1点、碧1点、瓦1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から8世紀  

後半と考えられる。  

H－6号住居跡（Fig．11、PL．4）  

位置 Ⅹ46・47、Y120・121グリッド 主軸方向 N66O－E 形状等 方形と推定される。東西（2．30）m、南  

北（3．50）m、壁現高53cmを測る。 面積（4．47）正 床面 全体的に平坦で塁緻な床面。 竃 検出されず。  

重複 H11、D－9と重複しており、新旧関係は本遺構→H－11、D－9の順である。 出土遺物 縄文土器  

10点・土師器44点・須恵器7点・瓦3点 備考 時期は埋土や重複関係からHr－FP降下以降から9世紀中葉と考  

えられる。  

■1   

H－7号住居跡（Fig．7、PL．2）  

位置 Ⅹ44、Y122グリッド 主軸方向 Nrl170－E 形状等 方形と推測される。東西（1．60）m、南北（1．29）  

m、壁現高38cmを測る。 面積 （1．41）lTj 床面 平坦な床面。 竃 検出されず。 重複 H－1・8、D－  

7と重複しており、新旧関係はH－8→H－1→本遺構→D－7の順である。 出土遺物 縄文土器4点・土師  

器25点・須恵器25点・瓦4点。 備考 出土遺物からH1とそれほど時期差はないと思われるが、埋土や重複  

関係から9世紀中葉からAsB降下以前と考えられる。  

H－8号住居跡（Fig．10、PL．4）  

位置 Ⅹ44、Y121・122グリッド 主軸方向 N－760LE 形状等 方形と推測される。東西（0．68）m、南北（2．  

80）m、壁現高54cmを測る。 面積（1．16）Ⅰが 床面 平坦な床面。 竃 東壁より検出され、主軸方向N－750一－  

E、全長（86）cm、最大幅（60）cmを測る。構築材として、粘土を使用している。 重複 H－1・7、DL7  

と重複しており、新旧関係は本遺構→H1・7→D－7の順である。 出土遺物 土師器1点・須恵器1点。  

備考 時期は埋土や重複関係からHrFP降下以降から9世紀中葉と考えられる。  
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H－9号住居跡（Fig．10・27・34、PL．4・10・11・14）  

位置 Ⅹ44・45、Y120・121グリッド 主軸方向 N－1070－E 形状等 長方形。東西3．20m、南北4．50m、壁  

現高40cmを測る。 面積13．23m2 床面 平坦で部分的に堅緻な床面。 竃 東壁中央南より検出され、主軸方  

向N－1140E、全長81cm、最大幅73cm、焚口部幅37cmを測る。構築材として、粘土を使用している。重複 H－  

3・14と重複しており、新旧関係はH－14→H3→本遺構の順である。 出土遺物 縄文土器23点・土師器470  

点・須恵器136点・瓦8点・石類5点・鉄類1点。そのうち、杯6点、臼玉1点、紡錘車1点、砥石1点を図示し  

た。 備考 時期は埋土や出土遣物から9世紀中葉と考えられる。  

HTlO号住居跡（Fig．11・28・34・35・37、PL．5・11・14）  

位置 Ⅹ46・47、Yl19・120グリッド 主軸方向 N－1130－E 形状等 長方形。東西（3．50）m、南北（4．60）  

m、壁現高43cmを測る。 面積（14．00）鯉 床面 全体的に平坦で塁緻な貼り床。 竃 東壁中央やや南より検  

出され、主軸方向N－1090E、全長（78）cm、最大幅136cm、焚口部幅35cmを測る。構築材として、粘土を使用  

している。 重複 H－13・15、D9と重複しており、新旧関係はH－13→H15→本遺構→D－9の順であ  

る。 出土遺物 縄文土器20点・土師器430点・須恵器177点・瓦6点・石類1点・土製品2点・鉄類3点。その  

うち、蓋2点、杯3点、鉢1点、碧1点、紡錘車1点、土錘1点、刀子2点、瓦1点を図示した。 備考 時期  

は埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。  

H－11号住居跡（Fig．12・28・34・37・38・39、PL．5・11）  

位置 Ⅹ46・47、Y120～122グリッド 主軸方向 N9lO－E 形状等 長方形。東西3．88m、南北4．34m、壁現  

高62cmを測る。 面積15．37Ⅰぜ 床面 平坦で堅撤な床面。西壁寄りに塁緻な高まり有り。 竃 東壁中央南よ  

り検出され、主軸方向N－900－Eであり、全長130cm、最大幅117cm、焚口部幅58cmを測る。構築材として、粘土、  

両袖および燃焼部壁に瓦を使用している。 重複 Hr6、W2と重複しており、新旧関係はH6・W－2  

→本遺構の順である。 出土遺物 縄文土器34点・土師器761点・須恵器257点・瓦55点・石類4点・灰粕陶器2  

点。そのうち、杯6点、高台椀2点、璽2点、臼玉2点、土錘1点、瓦9点を図示した。 備考 時期は埋土や  

出土遺物から9世紀中葉と考えられる。  

H－12号住居跡（Fig．13・29・35・39、PL．5・11・14）  

位置 Ⅹ50・51、Y123・124グリッド 主軸方向 N－102OE 形状等 長方形。東西2．66m、南北［3．72］m、  

壁現高62cmを測る。 面積［9．14］ポ 床面 平坦で部分的に堅緻な床面。 竃 東壁中央やや南より検出され、  

主軸方向NL970－Eであり、全長110cm、最大幅65cm、焚口部幅44cmを測る。構築材として、粘土を使用している。  

重複 H16、W－4と重複しており、新旧関係はH16→本遺構→WL4の順である。 出土遺物 縄文土器  

54点・土師器581点・須恵器147点・瓦6点・石類2点・土製品1点・鉄類3点。そのうち、坪3点、高台椀1点、  

碧1点、釘3点、瓦1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。  

H－13号住居跡（Fig．14）  

位置 Ⅹ46・47、Yl18・119グリッド 主軸方向 Nr45O－W 形状等 方形と推定される。東西（4．30）m、南  

北（3．42）m、壁現高66cmを測る。 面積（8．30）nf 床面 平坦な床面。 憲 検出されず。 重複 H－10・  

15と重複しており、新旧関係は本遺構→H15→H－10の順である。 出土遺物 縄文土器4点・土師器29点・  

須恵器9点。 備考 時期は埋土や重複関係から、上限はHrFP降下以降、下限は8世紀と考えられる。  

H－14号住居跡（Fig．14、PL．6）  

位置 Ⅹ44・45、Y120・121グリッド 主軸方向 N－720－E 形状等 方形と推定される。東西（4．16）m、南  

北（4．24）m、壁現高58cmを測る。 面積（11．06）戯 床面 平坦な床面。 竃 東壁中央やや南より検出され、  
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主軸方向N－700－Eであり、全長89cm、最大幅87cm、焚口部幅32cmを測り、掘り方はほぼ方形。構築材として、  

粘土を使用している。 重複 H3・5・9と重複しており、新旧関係は本遺構→H－3→H5・9の順で  

ある。 出土遺物 縄文土器27点・土師器308点・須恵器89点・瓦1点・鉄類1点。また、285gと410gの菰編み  

石2個。 備考 時期は埋土や重複関係から、上限はHr－FP降下以降、下限は8世紀と考えられる。  

H－15号住居跡（Fig．14・29、PL．11）  

位置 Ⅹ47、Yl18・119グリッド 主軸方向 N－740－E 形状等 方形と推測される。東西（1．22）m、南北（3．  

66）m、壁現高53cmを測る。 面積（2．25）鯉 床面 平坦な床面。 竃 検出されず。 重複 H－10・13と  

重複しており、新旧関係はH－13→本遺構→H－10の順である。 出土遺物 土師器1点、須恵器1点。また、  

225g～555gの菰編み石3個。そのうち、ゴ不1点、碧1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から7世  

紀後半から8世紀前半と考えられる。  

HT16号住居跡（Fig．15・29・34、PL．6・11・12・14）  

位置 Ⅹ49～51、Y123グリッド 主軸方向 N－750－E 形状等 方形と推定される。東西（4．72）m、南北（2．  

64）m、壁現高51cmを測る。 面積（8．04）m2 床面 平坦で堅緻な床面。 竃 検出されず。 重複 HL12、  

W－4と重複しており、新旧関係は本遺構→H－12→W－4の順である。 出土遺物 縄文土器10点・土師器286  

点・須恵器31点・瓦2点・石類4点・鉄類1点・灰和陶器1点。また、500g～930gの菰編み石11個。そのうち、  

杯4点、小壷1点、小型賓1点、髄1点、碧2点、石製模造品2点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物  

から6世紀後半と考えられる。  

H－17号住居跡（Fig．15・34、PL．6・14）  

位置 X47・48、Y123～125グリッド 主軸方向 Nr75O－E 形状等 方形と推定される。東西（4．91）m、南  

北（4．06）m、壁≡呪高63cmを測る。 面積（17．61）nl2 床面 中央部をH－20に切られるが、残存部は平坦で堅  

緻な床面。 竃 東壁より検出され、主軸方向N－79Q－E、全長160cm、最大幅101cm、焚口部幅38cmを測る。構  

築材として、粘土を使用している。 重複 J－1、JD－2、H－20と重複しており、新旧関係はJ1→JD－  

2→本道構→H20の順である。 出土遺物 縄文土器65点・土師器79点・須恵器18点・石類6点。また、455g  

と535gの菰編み石2個。そのうち、臼玉1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物、重複関係からH－20  

より古いがそれほど時期差はなく、6世紀代と考えられる。  

H－18号住居跡（Fig．16・30・34、PL．6・12）  

位置 Ⅹ45・46、Y123・124グリッド 主軸方向 N－1170－E 形状等 長方形。東西（3．10）m、南北（4．28）  

m、壁現高24cmを測る。 面積（11．25）鯉 床面 平坦な床面で竃前は堅緻。 竃 東壁中央南より検出され、  

主軸方向N－1130－E、全長（91）cm、最大幅（84）cm、焚口部幅（53）cmを測る。構築材として、粘土、袖およ  

び支脚に川原石を使用している。 重複 W2、Ⅰ－1、P－7と重複しており、新旧関係はW2→本道構  

→Ⅰ－1・P7の順である。 出土遺物 縄文土器68点・土師器173点・須恵器124点・瓦18点・石類6点・灰  

粕陶器3点。そのうち、杯1点、大碧1点、砥石1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から9世紀代  

と考えられる。  

H－19号住居跡（Fig．17・30・31・32・34・35・39・40、PL．7・12・13・14・15・16）  

位置 Ⅹ45・46、Y124・125グリッド 主軸方向 Nrl190－E 形状等 長方形。東西3．30m、南北（3．50）m、  

壁現高34cmを測る。 面積（9．23）Ⅰげ 床面 平坦な床面で竃前は塁微。 竃 東壁中央南より検出され、主軸  

方向N－118D－E、全長108cm、最大幅96cm、焚口部幅40cmを測る。構築材として、粘土、両袖に瓦・凝灰岩・土  

器など、天井に瓦・凝灰岩、また煙道に瓦を使用している。 重複 J－2、W－6、Ⅰ－1と重複しており、  
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新旧関係はJ－2→W－6→本遺構→Ⅰ－1の順である。 出土遺物 縄文土器83点・土師器309点・須恵器389  

点・瓦48点・石類3点・鉄類7点・灰柚陶器11点。また、7870gの平らな石、110g～600gの菰編み石7個。そ  

のうち、かわらけ1点、杯3点、高台椀12点、小鉢1点、璽1点、羽釜2点、髄1点、土製円盤1点、鉄鉄1点、  

刀子1点、瓦5点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。  

H－20号住居跡（Fig．16・32、PL．8・13）  

位置 Ⅹ47・48、Y124・125グリッド 主軸方向 Np126OW 形状等 方形と推定される。東西（2．74）m、  

南北（2．86）m、壁現高52cmを測る。 面積（6．44）m2 床面 平坦な床面。 憲 西壁より検出され、主車由方  

向N－1290－W、全長（104）cm、最大幅（62）cm、焚口部幅35cmを測る。構築材として、粘土を使用している。  

重複 H－17と重複しており、新旧関係はH17→本遺構の順である。 出土遺物 縄文土器130点・土師器157  

点・須恵器36点・石類14点。そのうち、杯2点、高杯1点、長胴璽1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土  

遺物から6世紀後半と考えられる。  

H－21号住居跡（Fig．18・32・34、PL．13・14）  

位置 Ⅹ44・45、Y124～126グリッド 主軸方向 N－71ロE 形状等 方形と推定される。東西（3．78）m、南  

北（4．20）m、壁現高60cmを測る。 面積（7．91）正 床面 平坦な床面。 竃 南壁より検出され、主軸方向  

N－178OrW、全長（72）cm、最大幅（54）cmを測る。構築材として、粘土を使用している。 重複 W－6、DL  

llと重複しており、新旧関係は本遺構→D－11の順である。（W－6との重複については不明）出土遺物 縄文  

土器109点・土師器54点・須恵器16点・瓦2点・石類4点。そのうち、杯2点、璽1点、臼玉1点を図示した。 備  

考 時期は埋土や出土遺物から6世紀後半と考えられる。  

H－22号住居跡（Fig．18）  

位置 Ⅹ47・48、Y123グリッド 主軸方向 N－530－E 形状等 方形と推測される。東西（1．78）m、南北（1．  

38）m、壁現高66cmを測る。 面積（0．94）m2 床面 ほぼ平坦な床面。 竃 検出されず。 重複 W－3と  

重複しており、新旧関係は本遺構→W－3の順である。 備考 時期は埋土や重複関係から、上限はHrFP降下  

以降、下限はAs－B降下以前と考えられる。  

2 竪穴状遺構   

T－1号竪穴状遺構（Fig．19・33）  

位置 Ⅹ48・49、Y123・124グリッド 主軸方向 N－490一－E 形状等 長方形。東西2．30m、南北2．50m、壁現  

高59cmを測る。 面積 4．56m2 床面 ほぼ平坦な床面。 出土遣物 縄文土器13点・土師器45点・須恵器6点。  

そのうち、杯2点、碧2点を図示した。 備考 時期差がある遺物がほぼ同じ所から出土している。時期は埋土  

からHrpFP降下以降からAsB降下以前と考えられる。  

3 溝  跡   

W－1号溝跡（Fig．19・33、PL．8）  

位置 Ⅹ45～47、Yl17・118グリッド 主軸方向 N－870LW 形状等 Ⅴ字形。長さ8．Om、深さ143cm、最大上  

幅（308）cm、最大下幅50cmを測る。 重複 W－2と重複しており、新旧関係はW－2→本遺構の順である。 出  

土遺物 縄文土器11点・土師器117点・須恵器46点・瓦16点・石類1点・鉄類1点・緑柚陶器1点。そのうち、緑  

柚陶器1点を図示した。 備考 流水の痕跡無し。断面形はⅤ字形であるが薬研掘りに近い。時期は埋土からAs  

－B降下以降と考えられる。  
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W－2号溝跡（Fig．20、PL．8）  

位置 Ⅹ45・46、Yl18～125グリッド 主軸方向 N－20－W 形状等 U字形。長さ北側16．2m・南側9．2m、  

深さ34cm、最大上幅114cm、最大下幅65cmを測る。 重複J－2、H－2・4・11・18、W－1・3と重複して  

おり、新旧関係はJ－2→本遺構→H－2・4・11・18、W－1・3の順である。 出土遺物 縄文土器89点・  

土師器121点・須恵器51点・瓦6点。 備考 流水の痕跡無し。時期は埴土や重複関係からHrFP降下以降から  

9世紀と考えられる。  

W－3号溝跡（Fig．21・33・41、PL．8・13）  

位置 Ⅹ45～48、Y123～125グリッド 主軸方向 N450－－E 形状等 U字形。長さ13．5m、深さ42cm、最大上  

幅114cm、最大下幅40cmを測る。 重複J－1・2、H－22、W－2・6と重複しており、新旧関係はJ1・  

2、H－22、W－2・6→本遺構の順である。 出土遺物 縄文土器172点・土師器136点・須恵器178点・瓦94点・  

石類7点。そのうち、高台皿1点・高台椀1点・瓦8点を図示した。 備考 流水の痕跡無し。床面近くから時期  

差のある壊れた遺物が多く検出されている。時期は埋土からHr－FP降下以降からAsrB降下以前と考えられる。  

W－4号溝跡（Fig．21・33）  

位置 Ⅹ49～52、Y123グリッド 主軸方向 NL78ロW 形状等 U字形。長さ15．Om、深さ43cm、最大上幅85  

cm、最大下幅56cmを測る。 重複 H－12・16、W5と重複しており、新旧関係はH－12・16、W－5→本遺  

構の順である。 出土遺物 縄文土器19点・土師器58点・須恵器15点・瓦3点・石類1点。そのうち、杯1点を  

図示した。 備考 流水の痕跡無し。時期は埋土からAsB降下以降と考えられる。  

W－5号溝跡（Fig．21）  

位置 Ⅹ52、Y123グリッド 主軸方向 N－4D－W 形状等 U字形。長さ2．5m、深さ35cm、最大上幅106cm、  

最大下幅50cmを測る。 重複 W4と重複しており、新旧関係は本遺構→W－4の順である。 出土遺物 縄  

文土器11点・土師器18点・須恵器10点・瓦1点。 備考 流水の痕跡無し。時期は埋土や重複関係からHr－FP降  

下以降からAs－B降下以前と考えられる。  

W－6号溝跡（Fig．20）  

位置 Ⅹ45・46、Y125グリッド 主軸方向 N－800LW 形状等 U字形。長さ4．4m、深さ18cm、最大上幅75cm、  

最大下幅45cmを測る。重複 H－19・21、W－3と重複しており、新旧関係は本遺構→W3の順である。（HL  

21との重複については不明） 出土遺物 縄文土器10点・土師器3点・瓦1点。 備考 流水の痕跡無し。時期  

は埋土や重複関係からHrFP降下以降からAsB降下以前と考えられる。  

4 土坑・ピット・井戸跡（Fig．22・23・24・33、PL．8・9・13）   

土坑・ピット・井戸跡については、Tab．4 土坑・ピット・井戸跡計測表（P17）を参照のこと。   

なお、U－1の縄文深鉢1点、D－9の高台皿1点、D－11の杯1点・高台皿2点を図示した。  

5 グリッド等出土遺物（Fig．33・34・41、PL．14）   

遺物は、縄文土器557点・土師器754点・須恵器321点・瓦69点・石類46点・鉄類5点・灰粕陶器7点を出土した。  

そのうち、士不1点・蓋1点・瓦1点・石匙1点を図示した。  
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Tab．2 竪穴住居跡一覧表  

規模（m）   壁現高 （ 炉 ・ 竃  周  主な出土、   遺物  
遺構名   位  置  

cm）   
（長径）；   

位 置   溝  
H   

J－1  Ⅹ47・48、Y123・124  （4．36）  （写．60）  58  （5＿95）  N420E  ≡探  鉢・石錘・削器   

J2  Ⅹ45・46、Y124・125  （4．56）  （3．74）  70  （11．32）  N22凸E  南西・中央やや南  地床炉      深鉢・石  鍍・打製石斧   

H1  Ⅹ44、Y121・122  （3．14）  （2．20）  36   杯  坪  
H2  Ⅹ45・46、Yl18・119  3．28  ［4．16］  54  ［12．20］  N－990－E  東壁中央南  粘土・瓦・川原石  ⊂）    高台椀  ・羽釜：瓦   

H－3  Ⅹ44・45、Yl19・120  （2．86）  （4．28）  田  （10．38）  N81白E  東壁中央やや南   

H4  Ⅹ45・46、Yl18・119  2・．92  3．34  44  9．13  N100ロE  東壁中央やや南   

＝ト  Ⅹ44、Y120・121  （0．53）  （3．74）  45  （1．55）  N－8アーE  東壁中央やや南   

H－6  Ⅹ46・47、Y120・121  （2．30）  （3．50）  53  （4．．47）  N660－E  

H7   Ⅹ44、Y122  （1．60）  （1．29）  38  （1．41）  N1170E  

H8  Ⅹ44、Y121・122  （0．68）  （2．80）  54  （1．16）  N－760E   東壁   

H9  Ⅹ44・45、Y120・121  3．20  4．5（）  40  13．23  N－1070－E  東壁中央南   粘土  坪  坪  

H－10  Ⅹ46・47、Yl19・120  （3．50）  （4．60）  四  （14．00）  N1130E  東壁中央やや南   粘土  

H11  Ⅹ46・47、Y120・～122  3．88†4．34 l   62  15．37  N910E  東壁中央南   粘土・瓦    杯・牽  杯・高台椀  

H12  Ⅹ50・51、Y123・124  2＿66  ［3．72］  62  ［9．14］  N－102DE  東壁中央やや南   粘土  杯・棄  珂こ・高台椀  

H13  Ⅹ46・47、Yl18・119  （4．30）  （3．42）  66  （8．30）  N45凸－E  

粘土  1l－＝  Ⅹ44・45、Y120・121  （4．16）  （4．24）  58  （11．06）  N720E  東壁中央やや南  

H15  Ⅹ47、Yl18・119  （1．22）  （3．66）  53  （2．25）  N74ロE  杯  蓋  

H16  Ⅹ49～51、Y123  （4．72）  （2．朗）  51  （8．04）  N－750－E  （⊃  杯・簡・碧：小壷  

H17  Ⅹ47・48、Y123へ／125  （4．91）  （4．06）  63  （17．61）  N－750－E   東壁   粘土  r 吉 日玉   

H－18  Ⅹ45・46、Y123・124  （3．10）  （4．28）  田  （11．．25）  N117dE  東壁中央南   粘土・石      杯・大要  

H－19  Ⅹ45・46、Y124・125  3．30  （3．50）  34  （9．23）  N1190E  東壁中央南  粘土・瓦・凝灰岩    璧：高台椀・羽釜  

H20  X47・48、Y124・125  （2．74）  （2．86）  52  （6こ44）  N－126DW   西壁   粘土  杯・長胴整：    l  

Tab．3 溝跡計測表  

深さ（cm）  上幅（cm）  下幅（cm）  
遺構名  位 置   長さ（m）  

備考  
主軸方位  断面形   （時期）  

最大  最小  最大  最小  最大  最小   

1Ⅳ1  Ⅹ45～47  8．0   143  134  （308）  50   28  N87ローW  Ⅴ字形  中世以降   

Yl17・118  

W2  Ⅹ45・46  16．2（北側）  18  114  90   65   30  N20－W  U字形  古   代   
Yl18一）125  9．2（南側）  

25．4（合計）   

W－3  Ⅹ45～48  13．5   42   29  114  34  40   8  N－450E  U字形  古   代   
Y123～125  

W4  Ⅹ49～52  15．0   43   28   85   50   56   24  N780W  U字形  中世以降   

Y123  

W5  Ⅹ52  2，5   35   13  106  93   50   42  N－40－W  U字形  古   代   
Y123  

W－6  Ⅹ45・46  4．4   18   13   75   70   45   30  N－800－W  U字形  古  代   
Y125  
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Tab．4 土坑・ピット・井戸跡計測表  

遺構名   位  置   長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  形 状   備考（出土遺物）   

U－1  Ⅹ45、Y120   

JD12  Ⅹ48、Y123・124   

D2  Ⅹ46、Yl19   98   82   60   楕円形  土6・須19・瓦1   

D3  Ⅹ46、Y120・121   

D7  Ⅹ44、Y122   90   （36）   47   （半円）  

D8  Ⅹ45、Y122   112   100   73   円形  土4・須5・灰3   

D－9  Ⅹ47、Y120   楕円形  土10・須7   

100   24．5   楕円形  縄4・土6・須5・石5   

（楕円形）  土4・須5   

楕円形  縄1・土16・須8   

P－3  Ⅹ45、Yl19   50   32   34．5   楕円形  

P－4  Ⅹ44、Y120   48   43   30   円形  

楕円形  土12・須3   

P－6  Ⅹ45、Yl18   43   37   62．5   円形  

P－7  Ⅹ46、Y124   40    30   43．5   楕円形  

P－8  Ⅹ45、Y122   56   47   37．5   楕円形  縄1・土2・須1   

P－9  Ⅹ45、Y121   42   40   42．5   円形  土2   

P－10  Ⅹ44、Y121   47   40   39．5   円形  

P－11  Ⅹ44、Y121   37   31   29．5   円形  

Ⅰ－1  Ⅹ45・46、Y124   200   175  円形  縄18・土33・須34・瓦5・灰3   

※縄…縄文土器、土…土師器、須…須恵器、灰・・・灰粕陶器、石・・・石類（黒曜石を含む）  
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Tab．5 縄文時代出土土器観察表  

番号  遺構番号 層位  器種  （ヨ口径 （∋器高   （D胎土（∋焼成  
③色調④遺存度   

器種の特徴・整形・調整技術   登録番号  備 考   

ロ  J1  深 鉢  （∋［29．7］  （五紙粒（D良好   底部を除去。口緑郡：内面に幅1．4cmの粘土紐を貼付し、口唇部と  埋設土器  諸磯C  

床直  （D（15．9）  （∋にぷい黄橙色（彰1／2  の間に2個一対の透し孔を10単位設置。透かし孔中央に刻目の  
入った耳たぶ状粘土を貼付。内面に斜位、口唇部に矢羽根状の集  
合沈線を施文し、棒状・ボタン状粘土を貼付。口緑から頸部にか  

けて横位の集合沈線が施文され、胴部文様帯とを画する。胴部：  
4単位の文様構成。矢羽根状沈線と縦位の集合沈線で区画し、間  
に木葉状の集合沈線を充填。地文には、RL斜縄文が施文される。   

田  J－1  半裁竹管による横位・縦位・斜位の平行沈線を施文。   38   諸磯c   

床直   せ－   

3  J－1  半裁竹管による斜位・横位の平行沈線を施文。   20   諸磯c   

埋土   （彰一   

4  J－1  半裁竹管による縦位・格子目状の平行沈線を施文。  諸磯C   

埋土   サー   

叶 1  （D中粒（多良好   諸磯c  

せ －  （∋黄灰色④破片   

6  J－1  半裁竹管による横位の平行沈線を施文後、ボタン状粘土を貼付。  43   諸磯C   

埋土   や一   

7  J－1  深 鉢  （D －  （丑細粒（∋良好   隆帯を付した後に半裁竹管による横位の平行沈線を施文後、ボタ  諸磯C  

埴土  中 一  （∋橙色（彰破片   ン状粘土を貼付。   

8  J－1  深 鉢  ㌦ 1  （D中粒（∋良好（3にぷい黄  半裁竹管による斜位の平行沈線を施文後、棒状・ボタン状粘土を  諸磯C  

埋土  （参 －  橙色④底部破片   貼付。   

田  J－2  深 鉢  （∋［28．5］  （∋細粒②良好   底部を除去。口緑部：内面に幅1．6cmの粘土紐を貼付。内面と口唇  埋設土器  諸磯C  

床直  （参（20．3）  （診にぷい黄樺色（彰1／2  郡上部に半裁竹管による斜位の平行沈線、その下部に横位の平行  
沈線を施文後、口唇部に耳たぶ状・ボタン状粘土を貼付。胴部：  
4単位の文様構成。矢羽根状沈線と縦位の集合沈線で区画し、間  
に木葉状の集合沈線を充填。ただし、文様割付の失敗により、縦  
位区画は3単位構成となっている。   

10  J2  小 鉢  （∋ 3．2  （D細粒（∋良好   有孔小鉢。口唇部に径3mmの孔が8個。その下部に円形の粘土を  94   諸磯C  
床直  （9 3．8  （∋にぷい黄橙色（彰完形  6カ所に貼付。ただし、うち一つは欠落。円形粘土には中央に刻  ミニチュア   

みが入る。  

田  J－2  深 鉢  （D －  （∋細粒（∋良好（∋にぷい黄  口唇部に凹凸文。その下部に半裁竹管による横位の平行沈線を施  諸磯C  

埋土  ♂ ≠  橙色④口縁破片   文後、ボタン状粘土を貼付。   

12  J2  深 鉢  小 1  （訪細粒（診良好   口唇部に凹凸文。その下郡に半裁竹管による横位の平行沈線を施  諸磯C  

埋土  サ ー  （∋褐灰色④口緑破片  文後、ボタン状粘土を貼付。   

13  J2  深 鉢  （∋ 一  （丑細粒（∋良好   口唇部に凹凸文。その下部に半裁竹管による横位・斜位の平行沈  ロ   諸磯C  

埋土  （D 一  （診褐灰色（勤口縁破片  線を施文後、ボタン状粘土を貼付。透かし孔有。   

14  J2  深 鉢  巾 1  （∋細粒（多良好（卦にぷい黄  口唇郡上郡に半裁竹管による斜位の平行沈線、その下部に横位の  諸磯C  

埋土  け －  橙色（幻口縁破片   平行沈線を施文後、耳たぶ状・ボタン状粘土を貼付。   

15  J2  深 鉢  小 一  （》細粒（D良好③にぷい黄  口縁郡上部に半裁竹管による綾杉状の集合沈線、その下部に横位  123  諸磯C  

床直  （ヨ ー  橙色④口緑破片   の平行沈線を施文。   

16  J－2  深 鉢  小 一  （D細粒（多良好   口線上部に半裁竹管による横位の平行沈線を施文後、棒状・ボタ  110  諸磯C  

床直  ㌔ －  （卦褐灰色④口緑破片  ン状■耳たぶ状粘土を貼付。その下部に斜位の平行沈線を施文。  
内面良く研磨。   

17  J－2  深 鉢  （D －  （∋細粒（多良好   口唇部内面に幅1．2cmの粘土紐を貼付し、口唇部との間に透かし孔  諸磯C  
埋土  （ヨ ー  （3明黄褐色（初口緑破片  を設置。口唇部内・外面に半裁竹管による矢羽根状の集合沈線を  

施文後、棒状・ボタン状粘土を貼付、棒状粘土に平行沈線を施文。  
その下部に横位の集合沈線を施文し、間に刻目文が入る。   

18  J－2  深 鉢  （彰 一  G）中粒（多良好   口唇部に凹凸文。その下部に半裁竹管による横位・矢羽根状・横  83   諸磯C  

埋土  （彰 一  （∋灰黄褐色④口緑破片  位の平行沈線を施文後、ボタン状・耳たぶ状粘土を貼付。   

19  J－2  深 鉢  し＝ 1  （∋中粒（多良好   口縁部に2段の凹凸文、その間に半裁竹管による横位の平行沈線  8   諸磯c  

床直  （彰 一  （参灰黄褐色④口緑破片  を施文。その下部に半裁竹管による横位・縦位・斜位の平行沈線  
を施文。   

20  J2  深 鉢  沖 －  （D細粒②良好   突起部か。内面・外面に半裁竹管による横位・斜位の平行沈線を  諸磯C  

埋土  ② －  （∋灰褐色（彰破片   施文。   

地文にL縄文。半裁竹管による横位・弧状の平行沈線を施文。  諸磯b   

半裁竹管による斜位の平行沈線を施文後、ボタン状粘土を貼付。  諸磯C   

23  J－2  深 鉢  （D －  （D細粒（多良好   半裁竹管による斜位の平行沈線を施文後、ボタン状・耳たぶ状粘  諸磯C  

埋土  （彰 一  （参にぶい橙色（彰破片  土を貼付。   

深 鉢  （∋［25．5］  （D細粒（多良好   底部を除去。橋状把手が対に付く。口緑部：無文帯。隆帯により  加曽利E4  
（∋34．1  （劃橙色（彰1／2   胴部文様帯とを画する。胴部：全体が逆U字状の沈線で区画され、  

間に懸垂状の沈線が入る。区画内はRL斜縄文を充填。   

注）（》層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。   
（診口径、器高の単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］で示した。   

（診胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  
④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。   

（9色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。  
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Tab．6 古墳・奈良・平安時代出土土器観察表  

番号  遺構番号 層位  器種  （ヨ口径 （計器高   （∋胎土（∋焼成  

（勤色調（参道存度   
器種の特徴・整形・調整技術   登録番号  備 考   

1  H－1  杯  （∋［12．8］  （丑細粒（多良好   口縁・休部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外  55  
床直  土師器  （診 2．9  （∋橙色（め1／5   画賛削り。   

2  H－1  杯  （∋［11．8］  ①細粒②良好   韓櫨整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径5．6cmの平  53ほか  
床直  須恵器  （診 4．0  （釘灰白色④1／3   底、内面撫で、外面回転系切り。   

3  H1  杯  （彰［14．0］  （D細粒（診良好   睡櫨整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径8．9cmの平  59ほか  
床直  須恵器  （参 3．3  （∋灰白色（彰1／3   底、内面撫で、外面回転系切り。   

ロ  H2  杯  （》［12．0］  ①細粒②良好   蹄醒整形。口緑・休部：外傾、口緑端部やや肥厚、内・外面撫で。  180ほか  

竃内  須恵器  （診 4．2  （釘にぷい橙色（む1／2  底部：径5．6cmの平底、内面撫で、外面回転系切り。   

5  H2  坪  ①［12．1］  （D細粒（∋良好   醇櫨整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径5．7cmの平  260ほか  
床直  須恵器  （診 4．3  （さ灰黄褐色（彰1／2  底、内面撫で、外面回転系切り。   

6  H－2  杯  ①［14．9］  （∋細粒（∋良好   車酔随整形。口緑・休部：緩やかに外傾、内一外面撫で。休部外面  46   休部外面文  
埋土  須恵器  （∋（4．7）  （9にぷい黄橙色（彰破片  に2本の沈線による波状文有。底部：欠損。  様   

7  H－2  高台椀  （∋13．5  （∋中粒（∋良好   械櫨整形。口縁・体部：外傾から口縁端部外反・やや肥厚、内・  233  酸化焔焼成  
床直  須恵器  ＠ 5，0  （∋にぷい樺色（彰完形  外面撫で。底部：内面撫で、回転糸切り後付け高台。   

8  H2  高台椀  （∋［13．2］  （∋細粒（多良好   鰊櫨整形。口縁・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面撫  174  酸化烙焼成  
床直  須恵器  （D 4．8  （卦にぷい黄橙色（彰1／2  で。底部：内面撫で、回転系切り後付け高台。   

田  H2  高台椀  （∋［12．8］  （D細粒（訂良好   披櫨整形。口縁・休部：外傾から□緑端部やや外反、内・外面撫  221  酸化煩焼成  
竃内  須恵器  （∋ 5．2  （診灰黄色（彰1／4   で。底部：内面撫で、回転糸切り後付け高台。   

田  H2  高台椀  （∋［13．8］  （む細粒（診良好   牲櫨整形。口縁・体部：大きく外傾、口緑端部短く外反、内■外  74  
床直  灰 牙由  ② 4．0  （参灰白色④1／2   面撫で。高台部：三日月高台。粕薬は刷毛塗り。   

田  H2  羽 釜  （∋［19．1］  （∋細粒（∋良好   糠櫨整形。□縁部：短く内傾、内・外面撫で。鍔部：三角形、や  214ほか  酸化煩焼成  
竃内  須恵器  （∋24．8  （診にぶい黄橙色（彰1／2  や上向きに付く。胴部：内・外面撫で、外面下位斜め箆削り。底  

郡：径8．2cmの平底。   

12  H3  杯  （∋［16．3］  ①細粒②良好   □綾部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：浅い丸底気味、内面  H142  

床直  土師器  （診（3．3）  （診橙色（勤破片   撫で、外面箆削り。   

13  H3  杯  （∋［10．8］  （∋中粒（∋良好   口緑部：外傾、内・外面撫で。底部：浅い丸底気味、内面撫で、  22  

竃内  土師器  （9（3，2）  （釘橙色（彰破片   外面箆削り。   

14  H4  高台皿  （D12．8  （D細粒（9良好   糠櫨整形。口緑・休部：大きく外傾、内・外面撫で。高台部：三  62  
床直  灰 ポ由  （9 2．8  （卦灰白色（彰ほぼ完形  日月高台か。柚薬は漬けがけ。   

15  H4  杯  （〇［13．0］  （∋中粒（∋良好   墟撹整形。口緑・体部二外傾から口緑端部やや外反気味、内・外  59  
竃内  須恵器  （D 4．5  （∋にぶい黄色（初1／3  面才無で。底部二径6．7cmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。   

16  H－4  ゴ不  （∋［13．6］  （∋中粒（∋良好   焼塩整形。口縁・休部：外傾から口緑端部やや外反気味、内・外  田   休部内外面  
埋土  須恵器  （9（3．6）  （∋灰黄色（彰破片   面撫で。底部二欠損。  墨書   

田  H－4  高台椀  （9［11．8］  （∋中粒（∋良好   墟畦整形。口縁・休部：外傾から口縁端部やや外反、内・外面撫  H－2－115  酸化燭焼成  
竃内  須恵器  ① 4，5  （勤橙色（彰1／2   で。底部：内面撫で、回転糸切り後付け高台。   

18  H－4  高台椀  （丑［12．6］  （∋中粒（∋良好   糠櫨整形。口線・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面撫  23   酸化烙焼  
埋土  須恵器  （∋ 4．7  （ヨオリーブ黒色④1／3  で。底部：内面撫で、回転糸切り後付け高台。  成、漆付着   

19  H4  碧  （∋19．7  （彰中粒（多良好   口緑郡：外傾、内・外面構撫で。胴部：やや膨らみ上位が器最大径、  35ほか  

床直  土師器  （∋25．6  （卦橙色④ほぼ完形   内面撫で、外面上位横・下位斜め箆削り。底部二径4．7cmの平底。   

20  H5  鉢  （彰［22．9］  （∋細粒（D良好   口緑部：大きく外反、内・外面横撫で。底部上位：内面才無で、外  カマドほ  

竃内  土師器  （診（8．0）  （D橙色（彰破片   面箆削り。   か   

21  H－5  碧  （》20．5  （∋細粒（診良好   口緑部：緩やかに外傾、内・外面横撫で。胴部：上位がやや膨ら  カマド  
竃内  土師器  ②（19．7）  （∋橙色④2／3   み口径とほぼ同径、内面撫で、外面斜め箆削り。底部：欠損。   

22  H9  杯  Q［11．8］  （D細粒（∋良好   口緑・休部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外  105  
床直  土師器  （参 3．2  （∋明赤褐色④2／3  面箆削り。   

23  H9  杯  ①［12．0］  （∋細粒（∋良好   口緑・休部：外傾、内・外面横】無で。底部：平底、内面撫で、外  32  

床直  土師器  （9 3．・6  （a褐色（彰1／3   面箆削り。   

24  H－9  J不  （∋11．2  （∋細粒②良好   口緑・休部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外  51ほか  
床直  土師器  （∋ 3．8  （卦明赤褐色（参3／4  面箆削り。   

25  H9  杯  （∋［14．9］  （∋細粒（D良好   押植整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径7．6cmの平  152ほか  
床直  須恵器  ② 4．7  （∋にぷい黄橙色（彰1／3  底、内面‡無で、外面回転糸切り。   

26  H－9  杯  （∋［10．4］  （∋細粒（∋良好   櫨櫨整形。口縁・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径7．1cmの平  35ほか  
床直  須恵器  ② 3．2  （参灰色（彰1／3   底、内面撫で、外面回転糸切り。   

27  H9  杯  （∋［13．5］  （む細粒（D良好   匪櫨整形。口縁・休部二外傾、内・外面撫で。底部：径7．Ocmの平  P5  休部外面墨  
貯蔵穴  須恵器  （∋ 3．6  （診灰黄色（彰2／3   底、内面撫で、外面回転系切り。  書   

28  H－10  蓋  （∋17．0  （∋中粒（∋良好   轍櫨整形。天井部：水平から緩やかに傾斜、内・外面撫で、返り  142  
床直  須恵器  （D 2．5  ③灰黄色（彰ほぼ完形  無。摘み：無。   

29  H－10  蓋  （∋16．0  （∋中粒（訂良好   糠櫨整形。天井部：水平から緩やかに傾斜、内・外面撫で、返り  195  
床直  須恵器  （∋ 3．2  （卦灰色④ほぼ完形   無。摘み：無。   

30  H10  杯  （∋12．2  （D細粒（9良好   口緑・休部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外  186  
床直  土師器  （参 3．7  （劉橙色（彰4／5   面箆削り。   
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番号  遺構番号 層位  器種  （ヨ口径 （∋器高   ①胎土②焼成  
（∋色調（む遺存度   

器種の特徴・整形・調整技術   登録番号  備 考   

31  H10  杯  （∋［10．6］  （D細粒（さ良好   口縁・休部：直立気味、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、  120  

床直  土師器  （診 3．6  （a橙色（彰1／4   外面箆削り。   

32  H10  杯  （∋［13．8］  （9細粒（D良好   糠櫨整形。口縁・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径7．6c川の平  135ほか  

床直  須恵器  （∋ 3．6  Q）浅黄色（彰2／3   底、内面撫で、外面回転系切り。   

33  H－10  鉢  （∋22．6  Q中粒②良好   鞭埴整形。口緑部：内傾、内・外面撫で。底部：深い丸底、内面  194ほか  
床直  須恵器  ③11．5  （診灰色④ほぼ完形   撫で、外面回転箆削り。   

34  H10  賓  ①［21．6］  （訂細粒②良好   口縁部：直立から外傾、内・外面横撫で。胴部上位：やや膨らみ  187ほか  
床直  土師器  （∋（8．1）  （Dにぶい赤褐色（彰破片  内面撫で、外面箆削り。底部：欠損。   

35  H－11  ゴ不  （∋［11．9］  （∋中粒（塾長好   口緑・休部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面才無で、外  135ほか  

埋土  土師器  （診 3．5  （診橙色④1／2   面箆削り。   

36  H11  底部内面墨書有。   104ほか  底部内面墨  

埋土   書   

37  H－11  杯  （D［14．6］  （む細粒（∋良好   振組整形。口緑・体郡：外傾、内・外面撫で。底部：径7．1cmの平  173ほか  
埋土  須恵器  （診 3．7  （診灰白色④1／2   底、内面撫で、外面回転糸切り。   

38  H11  杯  ①［12，8］  （∋中粒（多良好   墟鮭整形。口縁・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径8．Ocmの平  1011  
埋土  須恵器  （∋［3．8］  （9灰色④1／3   底、内面撫で、外面回転糸切り。   

39  H－11  杯  ①［13．8］  （∋細粒（∋良好   蛭醍整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径8．2cmの平  230  内面赤色物  
床直  須恵器  （診 3・．4  （∋灰白色④1／3   底、内面撫で、外面回転糸切り。内面赤色物付着。  付着   

墟軽整形。口縁・休部：欠損。底部：径7．8cmの平底、内面撫で、  床下  内面赤色物  
外面回転糸切り。内面赤色物付着。  付着   

41  H11  高台椀  （D［14＝．2］  （∋細粒（9良好   擁植整形。口縁・体郡：外傾、内・外面撫で。底部：内面】無で、  63ほか  

埋土  須恵器  （∋ 5．2  （診灰白色（彰2／3   回転糸切り後付け高台。   

42  ＝ 11  高台椀  ①［15．2］  （∋細粒②良好   墟櫨整形。口緑・休部：大きく外傾、口緑端部箆押さえ、内・外  30  
埋土  灰 柚  （∋ 4．1  （卦オリーブ灰色（彰1／2  面撫で。高台部：角高台。和薬は刷毛塗り。   

43  H11  聾  ①【二20．0］  （∋細粒（D良好   口緑部：直立から外傾、内・外面横撫で。胴部上位：やや膨らみ  180ほか  
床直  土師器  （∋（10．0）  （9橙色（彰1／3   内面撫で、外面箆削り。底部：欠損。   

44  H－11  碧  （∋［19．4］  （D細粒（塾長好   口緑部：直立気味から外傾、内・外面横撫で。胴部上位：やや膨  60ほか  
埋土  土師器  （D（8．4）  （∋橙色④破片   らみ内面撫で、外面箆削り。底部：欠損。   

45  H－12  杯  ①［10．8］  （∋細粒（診良好   口縁・休部：直立気味、内■外面横撫で。底部：平底、内面撫で、  125ほか  

床直  土師器  ② 3．7  ◎橙色④1／2   外面箆削り。   

46  H12  杯  （D［12．6］  （∋細粒（塾長好   口繚・体部：外傾、内・外面横撫で。底部：平底、内面撫で、外  131  
床直  土師器  （∋ 3．6  （∋にぷい橙色④1／3  面箆削り。   

47  H－12  杯  （∋［13iO］  （D細粒（∋良好   椛韓整形。口緑・体部：外傾、内・外面撫で。底部：径7．2cmの平  3ほか  
埋土  ≡＝＝≡≡  （診 3．4  （診黄灰色④1／2   底、内面撫で、外面回転糸切り後箆撫で。   

48  H12  高台椀  小 ト  （丑細粒（診良好   墟櫨整形。口縁・休部：欠損。底部：内面撫で、回転糸切り後付  7  
埋土  須恵器  （9（3．4）  （勤灰白色（彰底部   け高台。   

49  H12  要  （∋［22．2］  （∋細粒②良好   口緑部：緩やかに外傾、内・外面横撫で。胴部：中位がやや膨ら  カマド  
竃内  土師器  ②（18．0）  （訃にぷい褐色④1／5  み口径とほぼ同径、内面撫で、外面斜め箆削り。底部：欠損。   

50  H－15  J不  ①［11．6］  （卦細粒②良好   口縁部：外傾、内・外面撫で。底部：浅い丸底気味、内面撫で、  H131  
床直  土師器  ② 3．4  ③橙色④1／2   外面箆削り。   

51  H15  蓋  （∋［28．2］  （∋細粒（塾長好   軸櫨整形。天井部：緩やかに傾斜から端部垂下、内・外面撫で、  ロ  
床直  須恵器  （診（4．3）  （卦灰色（彰破片   返り無。摘み：欠損。   

52  H－16  1不  （∋11．6  （D細粒（塾長好   口縁部：直立気味、内・外面構撫で。交換点に稜有。底部：丸底、  133  

床直  土師器  （∋ 4．6  （∋橙色（彰完形   内面撫で、外面箆削り。   

53  H16  杯  （∋12．6  （丑細粒（D良好   口緑部：やや外傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：浅い  134  
床直  土師器  （診 4．0  （∋にぷい橙色（彰ほぼ完形．  丸底、内面撫で、外面箆削り。   

54  H－16  杯  （Dll，8  （劫細粒（多良好   口縁部：やや外傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：浅い  130  

床直  土師器  （∋ 4．1  （卦橙色（彰4／5   丸底、内面撫で、外面箆削り。   

55  H16  杯  （D［10．8］  （∋細粒（∋良好   口緑部：やや外傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：丸底、  118  

床直  土師器  （診（4．4）  （参橙色（彰1／3   内面撫で、外面箆削り。   

56  H16  小 壷  ①［9．8］  （丑細粒（さ良好   焼塩整形。口縁部：短く直立、内・外面撫で。体部：内面撫で、   

埋土  須恵器  （∋（7．5）  （∋灰色（彰1／3   外面上位撫で、下位回転箆削り。底部：欠損。   

57  H16  小型碧  （D12．8  （∋中粒（多良好   口緑部：短く直立、内・外面横撫で。胴部：内面撫で、外面横箆  135  
床直  土師器  ② 9，6  （∋橙色④ほぼ完形   削り。底部：平底。   

58  H－16  甑  （∋12．3  （∋中粒（診良好   口綾部：短く直立、内・外面横撫で。胴部：内面撫で、外面箆削  131  碧の転用  
床直  土師器  ③12．9  （∋橙色（彰ほぼ完形   り。．底部：丸底気味、焼成後径2．2cmの穿孔。   

59  H16  碧  （∋16．0  （∋中粒（∋良好   口緑部：短く外傾、内・外面横撫で。胴部：中位がやや膨らみ口  100ほか  
床直  土師器  ②（20．0）  （9にぷい黄橙色④1／2  径とほぼ同径、内面撫で、外面上位箆削り、下位磨き。底部：欠  

損。   

60  H－16  碧  （∋［18．8］  （∋中粒②良好   口緑部：器最大径、大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：内面撫  120  
床直  土師器  （診（10．0）  （診にぷい黄橙色④1／6  で、外面縦箆削り。底部：欠損。   
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番号  遺構番号 層位  器種  （ヨ口径 （∋器高   ①胎土（勤焼成  

（診色調④遺存度   
器種の特徴・整形・調整技術   登録番号  備 考   

田  H18  杯  （∋［12．4］  （∋細粒（9良好   

竃内  須恵器  ＠ 4．1   

62  H－18  大 審  け 1  （9中粒（D良好   

竃内  須恵器  （∋（13．2）  （診灰色④破片   

63  H－19  かわらけ  （カ ー  （∋中粒②良好   

床直  援）（1．5）  （D灰白色（彰底部   

64  H－19  ゴ不  （∋11．9  （∋中粒（多良好   鞭櫨整形。口緑・休部：外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。  178  いぶし焼成  
床直  須恵器  （∋ 3 

65  H－19  ゴ不  ①12．1  （∋中粒（9良好   軸堆整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：径5．Ocmの平  84  
床直  須恵器  ② 3． 

66  H19  杯  （∋［16．2］   鞭櫨整形。口緑■休部：外傾し深い休部、内・外面撫で。底部：．  260ほか  

貯蔵穴  須恵器  （∋ 6．7  （9灰白色（彰4／5   径7．Ocmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。   

67  H19  高台椀  任）12．9  （訪細粒②良好   輯櫨整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、  230  
床直  須恵器  蔓）5．4   

68  H19  高台椀  （∋15．2  （D細粒②良好   輯櫨整形。口縁・休部：外傾し深い休部、内・外面撫で。底部王■：  249ほか  

貯蔵穴  須恵器  （∋ 7．2  （卦灰色④完形   内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

69  H－19  高台椀  （913．4  （∋中粒（9良好   披櫨整形。口縁・休部：外傾から口緑端部外反・やや肥厚、内・  204  酸化焔焼成  
床直  須恵器  （∋ 4．・8  （∋にぷい黄橙色④完形  外面撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

70  H－19  高台椀  ①13．6  （∋中粒（∋良好   擁櫨整形。口縁・休部：外傾から口縁端部外反、内・外面撫で。  250  酸化焔焼成  
貯蔵穴  須恵器  （∋ 5．0  （ラにぶい褐色（彰完形  底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

71  H－19  高台椀  ①13．6  （∋中粒（∋良好   糠醒整形。口緑・休部：外傾から口緑端郡外反・肥厚、内・外面  177  酸化焔・い  
床直  須恵器  （∋ 5．4  （∋暗灰色（彰完形   撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。  ぶし焼成   

72  H19  高台椀  ①13．1  （∋中粒（訂良好   埴整整形。口緑・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面撫  179  酸化焔焼  
床直  須恵器  （D 5．3  （卦灰色④完形   で。両面に墨書有。底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。  成、休部両  

面墨書   

73  H19  高台椀  （∋12．7  （∋細粒（∋良好   埴整整形。口緑・休部：外傾から□緑端部やや外反・肥厚、内・    酸化煩焼成  
床直  須恵器  （D 5．4  ＠灰黄色④ほぼ完形  外面撫で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

74  H19  高台椀  ①12．5  （D中粒（訂良好   埴整整形。口縁・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面撫  35   酸化焔焼成  
床直  須恵器  （∋ 4．8  （卦灰白色④4／5   で。底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

高台椀  （∋13．8  （∋中粒（診良好   櫨整整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、  209  酸化焔焼成  
須恵器  ② 5．0  （参灰黄色④ほぼ完形  外面回転糸切り後付け高台。   

76  H－19  高台椀  ①［12． 櫨整整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で、  228ほか  酸化焔焼成  
竃内  須恵器  （∋ 5．2  砂灰褐色＠2／3   外面回転糸切り後付け高台。   

高台椀  （∋［14．0］  （∋中粒（∋良好   櫨整整形。口緑・休部：外傾、内・外面撫で。底部：内面撫で．  176  酸化煩焼成  
須恵器  （診 5．2  （∋にぶい黄橙色（彰1／2  外面回転糸切り後付け高台。   

78  H－19  高台椀  ①［19．0］  ①細粒②良好   鞭櫨整形。口緑・休部：外傾し深い休部、内・外面撫で。底部二内・■1  34ほか  

床直  灰 牙由  （参 7．5  ③灰オリーブ色④1／2  外面撫で。高台部：内攣気味に開く高い高台。柚薬は漬けがけ。 

79  H19  小 鉢  （∋ さ．．T  （∋中粒（∋良好   口緑部：ほぼ直立、内・外面横撫で。体部：やや外傾、内面撫で、  248  還元焔焼成  
貯蔵穴  土師器  喧）r・．・，  （参灰色④ほぼ完形   外面箆削り。底部：平底、内面撫でているが粗雑、外面箆削り。  

全体的に大きく歪む。   

80  H19  碧  （∋［19．0］  （∋中粒（診良好   口緑部：直立から大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：上位がや  108ほか  
床直  土師器  ◎（23．5）  （卦にぷい赤褐色（彰3／4  や膨らみ内面撫で、外面箆削り。底部：径3．4cmの平底。   

81  H－19  羽 釜  （∋17．2  （∋中粒（∋良好   鞭撞整形。口緑郡：内傾、内・外面撫で。鍔部：断面三角形状で  197ほか  酸化焔焼成  
床直  須恵器  （9（25．3）  （∋にぶい褐色（彰底部欠損  ほぼ水平に付く。胴部：やや膨らみ内面撫で、外面上位撫で・下  

位箆削り。   

82  H－19  羽 釜  （∋［18．9］  （∋中拉（D良好   鞭埴整形。口緑部：ほぼ直立、内・外面撫で。鍔部：断面三角形  139ほか  酸化煩焼成  
竃内  須恵器  （D29．6  （参にぷい黄橙色④1／2  状でほぼ水平に付く。胴部：内面‡撫で、外面上位箆削り・下位撫  

で。底部：径8．Ocmの平底。   

（D［31．3］  （∋中粒（∋良好   鞭櫨整形。口縁部：ほぼ直立、内・外面撫で。鍔部：断面三角形  264ほか  
②35．8  ⑨灰色④1／2   状でほぼ水平に付く。胴部：内・外面撫で。胴部内面下位に4箇  

所、下部が段状となる窪み有り。脚部：水平方向に大きく外反。   

84  H20  杯  （∋［12．4］  （》細粒（訃良好   口緑部：外傾、内・外面横撫で。交換点に弱い稜有。底部：丸底、  H1758  
埋土  土師器  （参 4．8  （診橙色④3／4   内面撫で、外面箆削り。   ほか   

85  H¶20  杯  ①［12．3］  （∋細粒（9良好   口縁郡：やや外反気味、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：  H【1779  
埋土  土師器  ② 4．4  （3橙色（彰1／3   浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。   ほか   

86  H－20  高 杯  （∋［15．2］  （∋中粒②良好   杯部：大きく外傾。口綾部やや外反、内一外面横撫で。底部内面  H17－39  
埋土  土師器  （診（4．0）  （診にぶい黄橙色（む破片  ‡無で、外面箆削り。脚部：欠損。   ほか   

87  H20  長胴碧  （D［23．6］  （分納粒②良好   口縁部：器最大径。大きく外傾、内・外面横撫で。胴部：内面撫  H17116  
埋土  ≠師器  （参（17．4）  （3橙色④破片   で・箆磨き、外面縦箆削り。底部：欠損。   ほか   

88  H－21  坪  （∋［12．9］  （〇細粒（9良好   口縁郡：やや外傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：下半  33ほか  

床直  土師器  （9（3．7）  （卦橙色④1／2   を欠損。丸底、内面撫で、外面箆削り。   

89  H－21  杯  （D［13．0］  （∋細粒（診良好   口縁部：短く、ほぼ直立。内一外面横撫で。交換点に弱い外稜有  13  
埋土  土師器  （D（3．8）  （卦橙色④破片   り。底部：下半を欠損。丸底、内面撫で、外面箆削り。   
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90  H－21  嚢  （∋［14．0］  （D中粒（9良好   口綾部：内傾から緩やかに外反、肥厚、内・外面横撫で。胴部：  床  
床直  土師器  （9（13．6）  （∋橙色（彰破片   大きく膨らみ内面撫で、外面斜め箆削り。底部：欠損。   

91  T－1  杯  （D［13．4］  （∋細粒（∋良好   口綾部：やや外傾、内・外面横撫で。交換点に稜有。底部：下半  覆土  
埋土  土師器  （D（3．7）  （∋にぶい黄橙色（彰破片  を欠損。丸底、内面撫で、外面箆削り。   

92  T1  杯  ①［13．0］  （∋細粒（∋良好   口綾部：短くやや内傾気味、内・外面横撫で。底部：下半を欠損。  覆土  

埋土  土師翠  （∋（2．7）  砂暗灰黄色④破片   浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。   

93  T1  碧  （∋［18．0］  （D中粒（多良好   口縁部：直立気味から緩やかに外反、内・外面構撫で。胴部：下  覆土  
埋土  土師器  （∋（16．3）  （卦にぷい橙色④1／6  半を欠損。大きく膨らみ内面撫で、外面斜め箆削り。   

94  T＝1  聾  （∋［11．6］  （∋中粒（塾長好   口緑部：直立から外反、やや肥厚、内・外面横撫で。胴部・底部；・  覆土  

埋土  土師器  （∋（3．7）  （∋にぷい黄橙色（彰破片  欠損。   

四  W1  底部のみ。   覆土  
埋土   

96  W－3  高台皿  ①［14．8］  （∋細粒（診良好   披組整形。口緑・休部：大きく外傾、内・外面撫で。底部：内面  28  
床直  ≡＝‾≡■  （∋ 2．8  （∋灰色（彰底部   撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

97  W3  高台椀  ①12．8  （∋中粒（釘良好   堆鮭整形。口縁・休部：外傾、口縁端部やや肥厚、内・外面撫で。  覆土  酸化焔焼成  
埋土  須恵器  ② 4．9  （参オリーブ責任）3／4  底部：内面撫で、外面回転糸切り後付け高台。   

98  W－4  坪  しい 1  （∋中粒（D良好   鞭櫨整形。口緑・体部：欠損。底部：径［7．4］cmの平底。内面撫で、  覆土  底部両面墨  
覆土  須恵器  （∋（1．1）  （診浅黄色（彰破片   外面回転系切り。両面に墨書有。  国 臼   

99  D9  高台皿  （∋12．8  ①中粒（塾長好   堆櫨整形。口緑・体部：大きく直線的に外傾、内・外面撫で。底  ロ  
床直  須恵器  （∋ 3．0  （参灰色④完形   部：内面‡無で、外面回転糸切り後付け高台。   

100  D－11  高台皿  （D12．5  （∋細粒（9良好   披櫨整形。口緑・休部：大きく外傾、口緑端部やや外反気味、内・  3  

床直  灰 柚  ＠ 2．7  （参灰白色（彰完形   外面撫で。底部：内面撫で。高台部：断面三角形の低い高台を付  
う’。柚英lま渡りがり。   

101  D－11  杯  （∋11．8   按埴整形。口緑・休部：外傾から口緑端部やや外反、内・外面撫  1  
床直  須恵器  （D 3．8  （∋灰色④完形   で。底部：径6．Ocmの平底、内面撫で、外面回転糸切り。   

102  D11  高台椀  ①12．4  （D中粒（訂良好   披蛙整形。口縁・体部：外傾しやや深い休部、内・外面撫で。底  2   酸化焔焼成  
床直  須恵器  （診 7．4  ＠橙色④1／2   部：肥厚、内面撫で。高台郡：直線的に開く高い高台を付す。   

103  Ⅹ47  坪  ①［12．4］  （訪細粒（D良好   口綾部：直立から短く外反、内・外面構撫で。底部：下半を欠損。  赤色塗彩、  

Y124  土師器  （D（2．8）  （卦にぶい褐色（彰破片  浅い丸底、内面撫で、外面箆削り。口綾部および内面を赤彩。  比企型か   

104  表採  堆撹整形。天井部：下半を欠損。内・外面撫で。内面黒色処理。  内黒  
須恵器   

注）（∋層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竜内の検出については「竃内」と記  

載した。   

（診口径、器高の単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］で示した。   

（卦胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  

④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。   

⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。  
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Tab．7 石器観察表  

四  黒曜石  ほぼ完形  

2  J－1・埋 土  削   器  12．5   6．3   2．1  170．0  黒色頁岩  完  形  

0．5  黒曜石  ほぼ完形  

J－2・床 直  打製石斧  （6．5）  （5．3）  （1．7）  55．5  黒色頁岩  不  明  

6  Ⅹ45、Y125  石   匙  4．1   2．6   1．0   11．0  チャート  ほぼ完形  

注）（D層位は、「床直」：床面より10c肌以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。   

（訃最大長・最大幅・最大厚の単位はclmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。  

Tab．8 石製品・土製品観察表  

番号  遺構・層位  器  種  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  石 材  遺存度  登録番号   備   考   

ロ  H4・埋 土  土製円盤  2．3   2．1   0，5   須恵器  不  明  外面自然琴由。   

H－9・埋 土  臼   玉  1．8   1．6   0．9   4．2  滑  石  完  形  100  

3  H－9・埋 土  土製紡錘車  （5．3）  （2．8）  （1．7）  （25．4）  1／2  61   外面磨き。   

4  H9・床 直  砥   石  8．4   5．3   2．6  135．0  凝灰岩  不  明  50   4面使用。   

5  H10・床 直  土製紡錘車  3．8   4．0   1．3  20．6  完  形  35   外面磨き。   

6  H10・埋 土  土   錘  （3．1）  （2＿5）  （2．6）  （13．8）  1／2  179  

7  H－11・床 直  臼   玉  1．5   1．5   0．4   0．9  滑  石  完  形  1054  

8  H11・床 直  臼   玉  1．4   1． 0．6   1．6  滑  石  完  形  1060  

田  H11・埋 土  土   錘  3．5   2．0   2．0  15．4  完  形  1053  

0．5  （6．8）  滑  石  不  明  132A  穿孔有b   

田  H－16・床 直  石製模造品  （2．9）  （2．3）  0．4  （2．8）  滑  石  不  明  132B  穿孔有。   

12  H－17・哩 土  臼   玉  1．5   1．5   0．5   1．4  滑  石  完  形  102  

13  H18・埋 土  砥   石  3．6   宜T5   1．7  16．2  凝灰岩  不  明  穿孔有。   

14  H19・埋 土  土製円盤  3．1   3 1．1  14．0  縄文土器  不  明  加曽利E。   

15  H－21・埋 土  臼   玉  1．3   0．6   1．5  滑  石  完  形  17  

注）（訂層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。   

（9最大長・最大幅・最大厚の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。  

Tab．9 鉄器・鉄製品観察表  

番号  遺構・層位  器  種  最大長  最大幅  最大厚  重 さ  追存度  登録番号   備  考   

H－4・床 直  飾り金具  （8．6）  1．5   0．3  14．0  破  片  17   中央2ケ所に長さ2．Ocmの釘有。   

2  H－4・床 直  釘   6．1   0．4   0．5   8．6  完  形  26  

3  H4・竃 内  釘   9．6   0．5   0．4  22．6  ほぼ完形  70  

4  H10・床 直  刀   子  21．9   1．8   0．4  35．8  完  形  130  

5  H－10・床 直  刀   子  17．6   1．3   

6  H12・埋 土  釘   9．5   0．6   0．7  22．4  ほぼ完形  76  

7  H12・床 直  釘   10．2   ¢．マ   0．7  21．6  ほぼ完形  143  

ト  H－12・埋 土  釘   8，1   U．b   U．6  1b．4  はぼ完形  

H19・床 直  鉄   鉱  （5．4）  （2．3）   0．5  12．8  破  片  107   箆被（のかつぎ）部か。   

H19・床 直  刀   子  （9．2）  1．4   0．3   9■4  破  片  221  

注）（∋層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cl¶以上の層位からの検出の2段階に分けた。   

（9最大長・最大幅・最大厚の単位はcnlであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。  

Tab．10 瓦観察表  

番号  遺構番号 層位  器種  （D長さ （分厚さ   （∋胎土（参焼成  

③色調（む遺存度   
器柾の特徴・整形・調整技術   登録番号  備 考   

ロ  H2  平 瓦  （∋（30．5）  （D中粒（多良好   一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字有。側面：面  258  箆書き文字  

竃内  （∋ 2．1  （卦黄灰色（彰破片   取り2回。   

2  H－2  一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。側面：面取り2回。  259  
竃内   （∋2．1   

3  H2  平 瓦  （∋（23．7）  （∋粗粒（∋良好   一枚作り。幅24．9cl¶。凹面：布目有。凸面：箆削り。側面：複数  244ほか  

竃内  （∋ 2．1  （卦褐灰色④破片   回面取りを行い丸くする。   

一枚作り。凹面：布目有。凸面：斜位箆削り。側面二面取り2回。  256ほか  

5  H2  平 瓦  （∋（20．8）  （∋細粒（∋良好   一枚作り。凹面：布目有。凸面：縄ロロき後撫で。側面：面取り3  254  
竃内  （91．7  （∋灰白色（彰破片   回。   
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番号  遺構番号 層位  器種   （∋長さ  （∋胎土②焼成  
（∋厚さ   （診色調（む遺存度   

器種の特徴・整形・調整技術   登録番号  備 考   

6  H－4  平 瓦  （∋（30＿3）  （∋細粒（∋良好   一枚作り。凹面：布目有。凸面：箆削り後撫で。側面：面取り2  73   右壁に使用  

竃内  （∋ 2．4  （9灰色（彰破片   回。   

ロ  nl」  丸 瓦  （∋（23，3）  （∋中粒（∋良好   行基式。凸面：箆削り。凹面：布目有。箆書き文字有。側面：面  72   左壁に使用  

竃内  （D 2．9  （9灰色（彰破片   取り2回。  箆書き文字   

8  H4  平 瓦  （∋（15．6）  （∋中粒（∋良好   一枚作り。石英多く含む。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文  11   箆書き文字  

床直  （∋ 2．0  （∋灰色（彰破片   字3字有。側面：面取り2回。   

支脚に使用  

か   

10  H－10  平 瓦  ①（17．8）  ①中粒②良好   一枚作り。石英多く含む。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文  8   箆書き文字  

床直  ② 2．4  ③灰色④破片   享有。側面：面取り3回。   

田  H11  平 瓦  （D42．6  （D中粒（∋良好   一枚作り。石英多く含む。凹面：布目有。凸面：箆削り後撫で。  244ほか  貯蔵穴に使  

床直  （診1．7  （診灰色④1／2   側面：面取り2回。  用   

12  H11  平 瓦  （D（26．3）  （丑細粒（9良好   桶巻き作り。凹面：模骨痕・布目有。凸面：箆削り後撫で。側面1：  254  右壁に使用  

竃内  （∋1．6  （∋灰褐色（彰破片   面取り2回。   

13  H11  一枚作り。石英多く含む。凹面：布目有。凸面：撫で。   237  

竃内   （診1．6   

14  H11  平 瓦  （∋（21．6）  （∋中粒（∋良好   一枚作り。石英多く含む。凹面：布目有。凸面：平行叩き目文有。  243  貯蔵穴に使  

床直  （∋ 2．4  （参灰色（彰破片   側面：面取り2回。  用   

15  H－11  平 瓦  （D（13．8）  （D中粒（多良好   一枚作り。石英多く含む。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文  232  箆書き文字  

竃内  （∋ 2．7  （∋灰色（彰破片   享有。側面：面取り2回。   

16  tll＝  玉緑式。凸面二撫で。凹面：布目有。側面：面取り2回。   238  

竃内   （∋1．1   

17  H11  丸 瓦  （∋39．4  （D細粒（∋良好   行基式。凸面：撫で。凹面：布目有。乾燥時のあたり痕有。側面：  242  貯蔵穴に使  

床直  （診1．5  （卦灰色④1／2   面取り2回。  用   

18  ‖11l  行基式。凸面：撫で。凹面：布目有。側面：面取り2回。   253ほか  

竃内   （∋1．2   

19  H11  行基式。凸面：撫で。凹面：布目有。側面：面取り2回。   247ほか  

竃内   ②1．4   

20  H12  丸 瓦  （∋（20．1）  （∋中粒②良好   石英多く含む。凸面：撫で。箆書き文字有。凹面：布目有。側面：  46   箆書き文字  

床直  （∋1．2  （診灰色（彰破片   面取り2回。   

21  H－19  平 瓦  （∋40．5  （∋細粒②良好   一枚作り。凹面：布目有。凸面：箆削り後‡無で。側面：面取り3  273  左壁に使用  

竃内  ② 3．0  ③灰色④ほぼ完形   回。下部隅を斜めに面取り。重量5370g。   

22  h19  一枚作り。凹面：布目有。才撫で。凸面：撫で。側面：面取り2回。  275  右壁に使用   

竃内   （参2．0   

23  H－19  平 瓦  ①38．0  （∋細粒（多良好   一枚作り。凹面：布目有。撫で。凸面：斜行叩き目痕有。‡無で。  237  天井部に便  

竃内  （∋ 2．1  （∋橙色（彰1／2   押印文字有。側面：面取り2回。  用   

24  H19  一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。側面：面取り2回。  270  煙道部下部  

竃内   ②2．8   に使用   

25  H19  一枚作り。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字有。   232ほか  箆書き文字   

竃内   ②2．0   

26  W－3  平 瓦  小1  軒瓦か。凹面：布目有。凸面：撫で。側面：面取り3回。   じ  

（D3．2   

27  扉3  平 瓦  （彰  凹面：布目有。撫で。凸面：撫で。   6   箆書き文字   

②2．1   

28  W－3  平 瓦  ① －  （∋中粒②良好   石英多く含む。凹面：布目有。凸面：平行叩き目文有。側面：面  

② 2．3  ③灰色唾）破片   取り2回。   

29  W3  乎 瓦  叶  箆書き文字   

②2．1   

30  W－3  平 瓦  小一  凹面二布目有。】無で。凸面：縄叩き後撫で。側面：面取り1回。  

②1．7   

31  W⊥3  乎 瓦  ①－  凹面：布目有。凸面：斜行し叩き目文有。  

②1．4   

W3  丸 瓦  げ  14ほか  

②1．6   

33  W－3  丸 瓦  （ヨー  行基式。凸面：撫で。凹面：布目有。側面：面取り2回。  

（診1．5   

34  Ⅹ 46  平 瓦  小   （∋中粒②良好   軒瓦か。凹面：布目有。凸面：撫で。箆書き文字有。側面：面取  箆書き文字  

Y125  （9 4．0  （参橙色④破片   り1回か。   

注）（∋層位は、「床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、「埋土」：床面より11cl¶以上の層位からの検出の2段階に分けた。竜内の検出については「竃内lと記  
載した。   

（∋長さ、厚さの単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］で示した。   
（∋胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。   
（彰焼成は、極艮・良好・不良の三段階とした。   

（9色調は瓦外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。  
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ⅤⅠ ま と め   

本遺跡は相馬ヶ原扇状地の東縁にあり、遺跡内の微地形は北西から南東に向かって次第に低くなる。調査区の  

地層は、（∋30～40cmの現耕作土層、②10～20cmのAs－B浪士層、（卦20～30cmのAs－C・HR－FP混土層、④15cmの  

As－C浪士層、（9黄褐色砂質土層（総社砂層）で、東側では（多層が厚く堆積し、また、④層も東側だけにある。遺  

構は（9層まで掘り込んで構築されている。   

本遺跡からは縄文時代前期から平安時代・中世の各時代にわたる資料が得られた。この中で量的な主体を占め  

るのは9世紀の遺構と遺物である。   

本遺跡は推定国府域の西側に位置し、また、調査区の西には国分僧寺、北には国分尼寺が存在する。ここでは、  

元総社蒼海遺跡群の従来の分類に従い、Ⅰ期（～7世紀前半：律令期以前）、ⅠⅠ期（7世紀～10世紀初頭：律令期）、  

ⅠⅠⅠ期（10世紀前半～：律令期以後）の3期に大別して集落跡を概観する。  

Ⅰ期（～7世紀前半）  

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡が2軒、住居外埋設土器が1基、土坑が1基検出された。2軒の竪穴住居跡は  

諸磯C式土器を伴う前期のものであり、底部を除去した土器を埋設している。住居外埋設土器は中期の加曽利E  

4式土器でこれも底部を除去している。周辺の遺跡でも前期と中期の竪穴住居跡等が検出されており、この辺り  

を中心に集落が広がっていたと考えられる。   

古墳時代の遺構は、後期の竪穴住居跡が4軒検出された。4軒のうち3軒は東竃で、1軒が西竃である。竃は  

構築材として粘土を使用しており、東竃の住居跡の主軸方向はN－750－E前後にまとまる。100m程南西の過年度  

調査の元総社小鬼ⅠⅠ・Ⅳ遺跡では4世紀・5世紀代の集落跡が検出されており、古墳時代の集落は時代とともに  

北へ展開していくと考えられる。  

ⅠⅠ期（7世紀～10世紀初頭）  

この時期に該当する竪穴住居跡は、時期の想定できたもので10軒検出された。   

7世紀から8世紀代の竪穴住居跡は3軒で、主軸方向はN－740EからN870Eである。   

9世紀代の竪穴住居跡は7軒で、主軸方向はN760EからN－117ローーEである。   

また、住居跡の規模は、9世紀代のものは東西辺で2．5mから3m代にまとまる。   

竃は、構築材として主に粘土を使用しているが、瓦も使用するようになる。9世紀中葉と想定されるH－11号  

竪穴住居跡は、竃の両袖および燃焼部壁、さらに貯蔵穴の上部（蓋のように）に瓦を使用している。また、この  

住居からは、内面に赤色物が付着した杯2点も出土している。   

住居内での瓦の使用については、今後、国分僧寺・国分尼寺の衰退と関連させて検討していく必要があるであ  

ろう。  

ⅠⅠⅠ期（10世紀前半～）  

この時期に該当する竪穴住居跡は3軒検出され、時期は10世紀前半と想定される。   

主軸方向はN－99OrEからNrl190－－Eであり、規模は住居跡の東西辺で3m前後である。出土遺物は、崩れ  
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た高台の付く高台椀が多くなり、羽釜が共伴する。また、竃の構築材としての瓦の使用も継続し、H－19号竪穴  

住居跡は両袖・天井・煙道下部に使用している。  

10世紀前半以降の遺構としては、AsB（浅間B軽石）が覆土に入る溝跡・井戸跡等が検出された。この中でW－  

1号溝跡は、部分的な検出であるが、直線的・断面形が薬研掘りに近い・深さが1．4mにもなることから、何らか  

の施設に伴う遺構の可能性も考えられる。   

本道跡地周辺では、Ⅰ期の縄文時代より人々の生活が営まれている。そして、ⅠⅠ期からⅠⅠⅠ期にかけては、さら  

に多くの人々が連続して生活を続けている。   

今後も継続していく元総社蒼海遺跡群の発掘調査により、国府・国分僧寺・国分尼寺、さらには蒼海城と周辺  

集落の関わりがより明らかになっていくことを期待したい。  

X45  X50  ）【55  

時期別の竪穴住居跡配置図  
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Fig．5 元総社蒼海遺跡（4）全体図  
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J－1号住居跡 ベルトセクション  

1暗褐色微砂層 00 橙色軽石（¢5～10mm）1％、  
黄橙色ブロック（¢5～10mm）2％  

2 黒褐色微砂層 ◎○ 赤褐色・黄褐色軽石（¢1mm）2％、  
黄橙色ブロック（¢10～30mm）5％、炭化物1％  

3 褐色微妙層  ◎○ 赤褐色・黄褐色軽石（¢1～5mm）2％、  

黄橙色ブロック（¢5～20mm）2％  

「‾1  

C L＝123．1m  c′  

J－2号住居跡 Fl号炉跡セクション  

1 にぷい黄褐色微砂層 00 焼土粒5％  

D L＝123．1【□  D′  

B
 
L
＝
－
N
㌍
∽
日
 
 

J－2号住居跡 F2号炉跡セクション  

1 にぷい黄褐色微砂層 △○ 焼土粒1％  

E L＝123．1m  E′  

J－2号住居跡 埋設土器セクション  

1 にぷい黄褐色微砂層 ◎○ 白色軽石1％  

2 オリーブ褐色微砂層 00 白色軽石1％  

¢  1：30  1m  

J■2号住居跡 ベルトセクション  
1t にぶい黄褐色細砂層  
2 にぶい黄褐色細砂層  
‡・にぶい黄褐色微砂層  
4＝ 褐色微砂層  
5 黒褐色微砂層  
丘：にぶい黄褐色微砂層  

○（⊃ AsC 5％  
00 As－C・Hr－FP 5％  
（⊃（⊃  

00 赤褐色軽石（¢1mm）2％  
◎○ 赤褐色軽石（¢1～3mm）5％  
◎○ 赤褐色軽石（¢1～3mm）5％、白色軽石  

（¢1mm）2％   

J－2号住居跡 P⊥号柱穴セクション  
1 褐色微砂層  ◎○ 白色・赤褐色軽石1％、黄橙色  

ブロック（¢5～15m皿）3％  
2 オリーブ褐色微妙層 00 黄橙色粒50％  
3 黄褐色微砂層  00 白色・赤褐色軽石1％  

1：60  2m  

L r．一 こ      ・ミ  

Fig．6 J1・2号住居跡  
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伽  

④  

掴  

A 

⊂ロ   

1・7号住居跡 ベルトセクション  H
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
 

灰黄褐色細砂層  

褐色細砂層  

灰黄褐色粗砂層  

褐色細砂層  

にぶい黄褐色細砂層  

にぷい黄褐色細砂層  

○△ 現耕作土  

◎○ 現代の水田耕作土  

○△ As－B混土層  

○（⊃ AsC・HrFPlO％  

00 As－C・Hr－FP 5％、炭化物1％  

00 AsC・HrFP 2％、黄橙色ブロッ  

ク（¢10mm）  

00 HrFP20％  

○（⊃ Hr－FPlO％  

00 HrFP 5％、東側端部に褐色粘土  

ブロック  

7 にぷい黄褐色細砂層  

8 にぶい黄褐色細砂層  

9 暗褐色細砂層  

盟
相
同
辛
 
 

0  1：30  1m  
I 

L¶二i・8？ 」■  
H－3号住居跡 竃セクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 00  
H－3号住居跡 ベルトセクション  

AsC・HrFP 5％、灰褐色粘土  
1 灰黄褐色細砂層  

2 褐色細砂層  

3 灰黄褐色粗砂層  

4 灰黄褐色細砂層  

5 にぷい黄褐色細砂層   

6 にぶい黄褐色細砂層   

7 灰黄褐色細砂層  

○△ 現耕作土  
◎○ 現代の水田耕作土  
○△ As－B混土層  
00 HrFP 2％、AsBlO％  

00 Hr－FPl％、黄橙色ブロック（¢10mm）  

5％、炭化物1％  
00 Hr－FP 2％、黄橙色ブロック（¢10～30  

mⅢ）10％、炭化物1％  
○◎ As－C・HrnFPl％、黄橙色ブロック（¢10  

m）1％、浅黄橙色粘土ブロック2％  

ブロック・黄橙色ブロック（¢5  

～20mm）1％  

2 暗褐色細砂層  ○◎ 灰褐色粘土ブロック主体、焼土  
粒・黄橙色ブロック（¢10m皿）1％  

3 暗褐色微砂層  ○◎ 焼土ブロック20％  

4 灰黄褐色微砂層   △○ 灰層、黄橙色粒2％  

H3号住居跡柱穴計測表  
長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  

灰掻き穴  

Fig．7 H－1・3・7号住居跡  
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B
 
L
＝
－
㌶
．
∽
m
 
 

⊥L＝123．7m  

⊥L＝123．7m  

＿LL＝123．8Ⅲ  

H－2号住居跡 ベルトセクション  
1 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・Hr－FPlO％、黄橙色プIjツク  

（¢10川m）2％  
2 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・Hr－FP15％、黄橙色ブロック  

H2号住居跡 竃セクション  
1暗褐色細砂層  00 AsC・HrFP 5％、灰褐色粘土ブロッ  

ク（¢15mm）2％  
2a 灰褐色微砂層  ○◎ 灰褐色粘土主体、焼土粒・炭化物1％  
2b にぷい赤褐色微砂層 00 焼土主体  
2c にぷい黄褐色細砂層 00 Hr－FPl％、黄橙色ブロック（¢10mm）  

1％  
3 褐色微砂層  △○ 灰層、黄橙色粒 2％  

（¢10～20mm）5％  
△（⊃ 灰層  

00 As－C■HrFP 5％、黄橙色ブロック  
3a 黒褐色微砂層  
3b 褐色細砂層  

C ＿L＝123．2m   

（¢5～10mm）2％   

C′   

虹≡  
にぷい黄褐色細砂層 00 灰白色粘土混じる  
灰褐色微砂層  ◎◎ 灰白色粘土主体  

6 褐色徴砂層  △○ 地山の崩れ、使用面に薄く粘土を貼付  

G L＝123．7【□  G′  

，J・  
D′  D L＝123．8Ⅰ］  

H L＝123・8m H′ lL＝123．8m  ＿J  

H－2号住居跡 P5号貯蔵穴セクション  
1a 褐色微砂層  ◎◎ 褐色粘土主体、炭化物・  

焼土粒1％  
1b 黒褐色微砂層  △○ 灰層  
1c 黄褐色微砂層  ○△ 黄橙色ブロック（¢10～  

30mm）・黄橙色粒20％  
2 にぶい黄褐色微砂層 00 炭化物1％、黄橙色粒5％  

H－2判封細臆細軸煉  H2号住居跡 竃袖裁割セクション  

1 にぶい黄褐色細砂層 00 灰白色粘土混じる  

2 灰褐色徴砂層  ◎◎ 灰白色粘土主体  

1：30  
0          】m        ヒコ，∴．∴ ニ  ！  

・  m  

Fig．8 H－2号住居跡  
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＃  ④   B
 
L
＝
－
N
∽
．
旨
 
 

C l＝123．8m  

H4号住居跡 竃セクション  

l灰黄褐色紳砂層 0n As－C・Hr－FPlO％、焼土粒1％  
2 灰褐色微砂層  ○◎ 焼土粒・ブロック5％、炭化物2％  

3 褐色微砂層   ◎◎ 灰層、焼土ブロック10％、炭化物1％  

H4号住居跡 ベルトセクション  

1灰黄褐色細砂層   ○△ AsB15％、AsC・HrrFPlO％、炭化物1％  

2 にぶい黄褐色細砂層 00 As－C・HrFPlO％  
3 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP 5％、黄橙色ブロック（¢10nd）2％  

H－5  

L
＝
－
璧
〓
旨
 
 

⊥L＝123．8m  

H－5号住居跡 ベルトセクション  
1 灰黄褐色細砂層  （⊃△ 現耕作土  
2 褐色細砂層  ◎（⊃ 現代の水田耕作土  
3 灰黄褐色粗砂層  （⊃△ AsB浪士層  
4 にぶい黄褐色細砂層（⊃（⊃ As－C・HrFPlO％  

H－5号住居跡 竃セクション  

1 にぶい褐色細砂層 △◎ 黄橙色粘土粒5％  

2 褐色綱砂層  1：30  
3 灰褐色細砂層  △○ 灰層  △◎ 焼土ブロック10％甘      1m           しL二二」二±＝L＝」j  

（⊃O AsC・HrFP 5％、責橙色  
ブロック（少10～20m）2％  

（⊃O As－C・HrrFP 5％、黄橙色  

ブロック（¢10m川）2％  

L， ■  

5 褐色細砂層   

6 暗褐色微砂層  

Fig．9 H－4・5号住居跡  
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B L＝123．9m  
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H8号住居跡 竃セクション  

1 灰黄褐色細砂層   ○◎ HrFPl％、炭化物5％、  

黄橙色土混じる  
2 にぶい黄褐色細砂層 ○◎ 炭化物10％、浅黄橙色粘土  

ブロック2％  

H－8号住居跡 ベルトセクション  

1 灰黄褐色細砂層   ○△ 現耕作土  

2 褐色細砂層  ◎○ 現代の水田耕作土  
3 灰黄褐色粗砂層   ○△ AsB混土層  
4 にぶい黄褐色糸田砂層（⊃O AsC・HrrFP20％  
5 にぷい黄褐色細砂層 00 Hr－FP 5％、黄橙色ブロック（¢10mm）2％  

6 にぷい黄褐色細砂層 00 HrFP 5％、黄橙色ブロック（¢10～30mm）2％   

C L＝123．9m  

D L＝123．9n】  

H－9号住居跡 竃セクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 00 Hr－FPlO％  
2a 褐色微砂層  
2b 褐色微砂層   

3 褐色微砂層  

○◎ 灰褐色粘土主体、焼土粒2％  
○◎ 焼土ブロック5％、左側部に  

灰褐色粘土多い  
△○ 灰層  

ロ  l：30  lm  

E L＝123．9m  E′  

－  ‾ 

一子＿l、・：l  
H－9号住居跡 ベルトセクション  

1 灰黄褐色細砂層   ○△ AsB50％  
2 灰黄褐色細砂層   ○△ As－B20％、AsC・Hr－FPlO％  
3 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP20％  
4 にぶい黄褐色細砂層 00 As－C・Hr－FPlO％、黄橙色ブロック1％  

5 褐色細砂層  00 AspC・HrnFP 5％  
D  lニ 60  王m  

H－9号住居跡柱穴計測表  

No．  形 状  長軸（cm）  短軸（cm）  ■深さ（cm）  備 考   

19．5  貯蔵穴   T  円 形  52  51  
P6  不整形  98   70   22．0  床下土坑   

Fig．10 H－8・9号住居跡  
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H6号住居跡 ベルトセクション  

1 灰黄褐色細砂層   ○△ 現耕作土  
2 褐色細砂層  ◎○ 現代の水田耕作土  
3 にぶい黄褐色粗砂層 ○×  

4 灰黄褐色粗砂層   ○×  

5 灰黄褐色粗砂層   ○× 石多い  

6 灰黄褐色粗砂層   ○△ As－B混土層  
7 にぶい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP20％  

8 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP20％、黄橙色  
ブロック（¢10～20mm）2％  

9 暗褐色細砂層  00 AsC・HrFPlO％、黄橙色  
ブロック（¢10～20mm）5％  

10 暗褐色細砂層  00 AsC・HrFP 5％、黄橙色  
ブロック（¢10～30mm）5％  

B
 
L
＝
【
N
㍗
0
0
冒
 
 C L＝123．71］  

H10号住居跡 竃セクション  
1 にぷい黄褐色微砂層 △O As－C・Hr－FP 5％、灰褐色粘  

土ブロック（¢10～20mm）2％  
○◎ 灰褐色粘土主体、下部に焼土ブ  

ロック・粒含む   
△○ 灰層、上部に焼土ブロック含む   
△○ 黄橙色粒20％、灰混じる   

0  1：30  1山  

2 褐色微砂層   

3 灰褐色微砂層  
4 黄褐色微砂層  

H10号住居跡 ベルトセクション  
1 にぶい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP20％  
2 暗褐色細砂層  00 AsC・HrFPlO％  
3 褐色微砂層  00 AsrC・Hr－FP 2％、黄橙色粒  

ブロック（¢5～20m皿）5％  
180  

」＝m  

H10号住居跡柱穴計測表  

深さ（cm）  長軸（cm）  短軸（cm）   

Fig．11H－6・10号住居跡  
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H－11号住居跡 ベルトセクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 00 AsB 5％、As－C・Hr－FP 5％  

2 灰黄褐色細砂層   ×△ As－BlO％、AsC・HrFP 2％  

3 にぶい黄褐色細砂層 ○△ AsBlO％、AsC・HrFP 5％  

4 褐色細砂層  （⊃O AsC・Hr－FP20％  

5 褐色微砂層  00 As－C・HrFPlO％、灰褐色粘土・  

焼土粒・炭化物混じる  

6 にぷい黄褐色微砂層 00 As－C・Hr－FP 5％、炭化物1％  

7 暗褐色微砂層  00 AsC・HrFP 2％、炭化物1％、  

黄樺色粒2％  

8 暗褐色細砂層  ◎O  

G L＝123・8m  且  

H－11号住居跡 竃セクション  

1 暗褐色細砂層 00 AsC・HrFP 5％、焼土粒・  

炭化物1％  

2 褐色微砂層  ○◎ 灰褐色粘土主体、廃土ブロック  

10％  
3 褐色微砂層  00 焼土ブロック・焼土粒20％、炭  

化物2％  

4 灰褐色微砂層 △○ 灰層、黄橙色粒20％  

」■  

E L＝123．8m  F  

H－11号住居跡 P5号貯蔵穴セクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 △0  

2 にぶい褐色微砂層  ○◎ 粘土層  

3 にぷい黄褐色微砂層 △◎ 黄橙色ブロック1％  

H－11号住居跡柱穴計測表  

H－11号住居跡 竃袖裁割セクション  

1 黒褐色細砂層   00  

2 にぷい褐微砂層  ◎◎  

0  1：30  l▲   

長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  

貯蔵穴  

8  1：60  2m  

Fig．12 H－11号住居跡  
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H112   

H－12号住居跡 竃セクション  
1 暗褐色細砂層 00 AsLC・Hr－FP 5％  
2 暗褐色微砂層 00 AsC・HrFP 3％、灰褐色粘土ブロック  

（¢5～20m皿）10％、炭化物1％  
3a 褐色微砂層  ○◎ 灰褐色粘土主体  
3b 灰褐色微砂層 00 灰褐色粘土主体、焼土ブロック10％  
4 褐灰色微砂層 ×△ 灰層、灰褐色粘土10％  

0     1：30     1m                   ゝrrl」．．■1     ．！  A′  

H－12号住居跡 ベルトセクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 △O AsC・HrFP20％  

2 にぶい黄褐色細砂層 00 AsLC・HrrFPlO％  

3 にぶい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP 5％  

4 暗褐色細砂層  00 AsC・HrLFP 2％  
5 暗褐色細砂層  ○◎ AsC・HrFPl％、黄橙色粒5％  

F L＝123．7m F′  E L＝123．7m E′  」」L＝123．4皿  

H－12号住居跡 P3・P6号柱穴セクション  

1 暗褐色細砂層  00 AsC・Hr－FP 2％  
2 灰褐色微砂層  ◎◎ Hr－FP 5％  

3 明黄褐色微砂層   ◎0  

4 にぷい黄褐色微砂層 ○◎ Hr－FPl％、黄橙色粒10％  

5 にぷい褐色微妙層  ◎◎ 粘土層、HrFPl％、黄橙色  

粒2％  

6 明黄褐色微砂層   00  

H－12号住居跡 P。号柱穴セクション  
1 にぶい黄橙色細砂層 00 黄橙色ブロック（¢10～30m皿）20％  

△O AsC多く含む、粘土ブロック多く含む  
心  1：60  苫巾  

2 明黄褐色微砂層  

No．  形 状  長事由（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  備 考   

P2  楕円形  65   45  26．0  

Pl  円 形■  28   26   15．0  

Pt  円 形  52   48   22．5  

P■  円 形  44   40   19．0  
Pi  円 形  16   16   25．0  灰療き穴  

Fig．13 H－12号住居跡  
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H－13・15号住居跡 ベルトセクション  

1 灰黄褐色細砂層  

2 褐色細砂層  

3 灰黄褐色粗砂層  
4 にぷい黄褐色細砂層   

5 褐色細砂層   

6 にぷい黄褐色細砂層   

7 暗褐色細砂層   

8 黒褐色細砂層  

○△ 現耕作土  
◎○ 現代の水田耕作土  
（⊃△ AsB子昆土層  
00 AsC・HrFP20％、黄橙色  

粒2％、炭化物1％  
00 AsC・HrFPlO％、黄橙色  

ブロック（¢10～20mm）1％  
（⊃O AsC・HrFP 5％、黄橙色  

ブロック（¢10～20mm）1％  
（⊃O AsC・HrFPl％、黄橙色  

ブロック（¢10m皿）1％  
○（⊃ As－C・Hr－FPlO％、黄橙色  

ブロック（¢10～30mm）2％  
9 にぶい黄褐色細砂層 00 As－C・Hr－FP 5％、黄橙色  

ブロック（¢10～30m皿）10％、  

黒褐色土ブロック混じる  
10 にぶい黄褐色細砂層 00 Hr－FPl％、黄橙色ブロッ  

ク（¢10～30m）20％、黒褐色  

土ブロック混じる  
11にぶい黄橙色細砂層 00 Hr－FPl％、黄橙色ブロッ  

ク（¢10山m）1％、黄橙色粒  
5％  

L＝123．5皿  

1   

C′   

H－13号住居跡 P6号柱穴セクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 △O AsC・Hr－FP 2％  

2 褐色微砂層  00 AspC・HrFP 2％、黄橙色粒10％  

H－13号住居跡柱穴計測表  

長軸（cm）  短軸（cm）  深さ（cm）  

0  1：60  2m  

Fig．14 H13・14・15号住居跡  
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H16号住居跡 ベルトセクション  

1 にぷい黄褐色柵砂層 00 As－C・Hr－FP 5％、黄橙色ブロック  

（¢10mm）2％  

2 褐色細砂層  00 As－C・Hr－FP 5％、黄橙色粒5％  

3 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP 2％、黄橙色粒2％  

4 にぷい黄褐色微砂層 ○◎ As－C・Hr－FP 2％、黄橙色ブロック  

（¢10～20m川）2％  

A′  A L＝123．7灯l  

H－16号住居跡 P2・P3号柱穴セクション  

00 黄橙色ブロック（¢101Ⅷ）  

10％  
◎○ 黄橙色粒15％、上部に黒  

1 黄褐色細砂層   

2 黄褐色細砂層   

3 にぶい黄褐色細砂層  
4 にぷい黄色微妙層  

5 暗灰黄色微砂層  
6a にぷい黄褐色細砂層   

6b 黒褐色細砂層  
7 にぷい黄褐色拙砂層  

褐色土の貼床  
黄橙色粒5％  0

0
0
0
 
 

0
0
0
0
 
 

C L＝123．7Ⅲ  C′  D L＝123．7m ＿上＿  E L＝123．7m －ヱ  

HrFPl％、黄橙色粒  

5％  
◎○ 上部に黄橙色土の貼床  
00 黄橙色ブロック（¢♭mm）  

5％  

No．  形 状  長車由（cm）  1短軸（cm）  深さ（cm）  備 考  P2  円 形  46  39  37．5    Pl  円 形  48  上40］  4410    P■．  楕円形  r40コ  r29丁  38．0  貯蔵穴  P丘  楕円形  27  20  27こ5    P7  楕円形  25  18  34．0  

」L｝Ⅰ17号住居跡 竃セクション  
1 暗褐色細砂層  ⊂）（⊃ AsC・HrFP 2％、  

黄橙色ブロック（≠10  
m）1％  

2 灰褐色微砂層  （⊃◎ AsC・HrFP l％、  
黄橙色ブロック（¢ 5  
～10mm）1％、灰褐色  
粘土20％  

3 にぷい赤褐色細砂層 00 焼土粒ブロック主体、  
炭化物・浅黄橙色粘土  
1％  

4 褐灰色微砂層  △○ 灰層、メ尭土ブロック5  
％、黄橙観5％  

0  1：30  1m  

H17号住居跡 ベルトセクション  
1 にぷい黄褐色細砂層 （⊃⊂） As－C・Hr－FPlO％－ 黄橙色粒10％  
2 にぶい黄褐色細砂層（⊃O AsC・IirFP 5％．黄1登色ブロッ  

ク（¢10□1m）2％  
3a にぶい黄褐色細砂層 （⊃⊂） AsLC・Hr－FP 5％、黄橙色ブロッ  

ク（≠10～30mm）5％  

号．．．∴iナごD 
2m 

3b 黒褐色細砂層  ◎⊂）AsC20％、黄橙色ブロック（¢10mm）5％  
4 にぶい黄褐色細砂層 ○⊂）AsClO％、黄橙色ブロック（≠10～30mm）5％  
5 にぷい黄褐色徴砂層 ○◎ AsCl％、黄橙色フ㍉コック（¢10「□m）2％  

Fig．15 H－16・17号住居跡  
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H18号住居跡 竃セクション  

1 にぶい黄褐色細砂層 00 HrFP 2％、褐色粘土  

ブロック1％  

2 にぷい褐色微砂層  ○◎ 褐色粘土20％  

3 黒褐色微砂層  △△ 灰層   

∧ L＝124．Om  

H－18号住居跡 ベルトセクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP 2％  

2a 褐色微砂層  00 AsC・HrLFPl％、黄橙色ブロック  

（¢10mm）1％  

◎◎ 暗褐色粘土主体、As－C・Hr－FPl％  2b 暗褐色微砂層  

B ＿L＝123．6m  

H－20  

H20号住居跡 竃セクション  
1 にぶい黄褐色細砂層 00 As－C・Hr－FPlO％、焼土粒2％  
2 灰黄褐色微砂層  ○◎ 浅黄橙色粘土ブロック（¢20mm）5％、  

西側郡に黄橙色粘土、焼土粒5％  
3a にぷい褐色微砂層  ○◎ 焼土粒2％  
3b 橙色細砂層  

4 灰褐色微砂層  

5 灰褐色微砂層  

◎△ 橙色粘土主体（焼けた天井部）  

今△ 灰層  

◎◎ 灰褐色粘土主体（煙道部の構築材）  

0  1：30  1m   

ト  

6 甲  

H20号住居跡 ベルトセクション  

1にぶい黄褐色細砂層 00 As－C・HrFP 5％、黄橙色粘土ブロック（¢10rnm）2％、  

炭化物1％  

2a にぷい黄褐色細砂層 00 AspC・HrFP 5％、黄橙色ブロック（¢10mrn）2％  

2b 黒褐色徴砂層  △◎ 灰層、焼土粒5％  
3 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP 2％  

Fig．16 H－18・20号住居跡  
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D L＝123．9m  

lL＝123・9m  

H－19号住居跡 ベルトセクション  

1 にぶい黄褐色細砂層 00 HrFPlO％  

2 暗褐色細砂層  00 Hr－FP 2％  

3 褐色微砂層  00 HrFPl％、黄橙色粒1％  

H－19号住居跡柱穴計測表  
H－19号住居跡 竃セクション  

1 にぶい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP 5％  

2a 暗褐色微砂層  ◎◎ 暗褐色粘土主体  

2b にぷい褐色微砂層  00 焼けた粘土主体  

3 灰褐色細砂層  △0  

4 灰褐色微砂層  △○ 灰層  

短軸（cm）■  深さ（cm）  長軸（cm）  

貯蔵穴   

H19号住居跡 P5貯蔵穴セクション  

1 にぷい黄褐色微砂層 △○  Lr．1＝m  

H－19号住居跡 竃掘り方セクション  

1 褐色微砂層  △0  

2 にぷい褐色微妙層 ○◎  

3 灰褐色微砂層   ◎◎ 灰白色粘土ブロック主体  

4 褐色微砂層  00  
5 黒褐色微砂層   △○ 灰混じる  

6 灰黄褐微砂層   △0 0  1：30  1m  

Fig．17 H－19号住居跡  
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④  

H21号住居跡 ベルトセクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 △0   

2 にぶい黄褐色細砂層 00   

3 黒褐色細砂層  ○（⊃  

4 にぷい黄褐色徴砂層 △（⊃   

5 褐色細砂層  00   

上′  

As－C・HrLFPlO％、黄橙色プ  

ロツク（¢10m皿）1％  

AsC・HrFP 5％、黄橙色ブ  
ロック（¢10～50皿Ⅲ）1％  

AsC20％（黒褐色土がブロッ  

クで辛昆入）  

AsC・HrFP 2％、黄橙色粒  

5％  
Hr－FP 2％、黄橙色ブロック  

（¢10m）5％  

A L＝123．9m  

＝≡‡≡≡≡‡≡‡≡霧 ．．．血…川．∴．．．、宰、‥．、．．、．：妻  
調査区外  

22号住居跡 ベルトセクション  H
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
 

灰黄褐色細砂層  

褐色細砂層  

灰黄褐色粗砂層  

にぶい黄褐色細砂層  

にぷい黄褐色細砂層  

にぷい黄褐色微砂層  

にぷい黄褐色細砂層  

○△ 現耕作土  
◎○ 現代の水田耕作土  
○△ As－B混土層  
△O AsC・HrFPlO％  

00 As－C 5％  

00 AsC 5％、黄橙色ブロック（¢201Ⅷ）  
5％、黒褐色土ブロック混じる  

00 AsC 5％、黄橙色ブロック（¢10～50  
m）、西側部に焼土ブロック   

Fig．18 H21・22号住居跡  
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L
＝
－
だ
〓
冨
 
 

T1号竪穴状遺構 ベルトセクション  

1 にぶい黄褐色細砂層 00 As－C・Hr－FP 5％、黄橙色ブロック  
（¢10～30mm）5％  

2 にぷい黄褐色微砂層 00 As－C・Hr－FPl％、黄橙色ブロック  
（¢10～50mm）10％  

00 AsC・Hr－FPl％、黄橙色ブロック  

（¢30～70mm）5％、炭化物1％  

△◎ 炭化物1％  

3 暗褐色微砂層  

4 褐色微砂層  

W1号滞跡セクション  

1 灰黄褐色細砂層  

2 褐色細砂層  

3 灰黄褐色粗砂層  

4 灰黄褐色粗砂層  

5 にぶい黄褐色細砂層  

6 にぷい黄橙色細砂層  

7 にぷい黄褐色微砂層  

8 にぷい黄橙色微砂層  

○△ 現耕作土  
◎○ 現代の水田耕作土  
○△ As－B混土層  
○△ AsB20％、黄橙色ブロック（¢10m皿）5％  
○△ As－BlO％、黄橙色ブロック（¢10～30mm）10％  

00 黄橙色粒20％  
00 As－BlO％  

00 AsB 5％、黄橙色ブロック（≠10～50「Ⅷ）50％  
り
＋
 
 

9 にぷい黄褐色粗砂層 ○△ AsB20％、黄樟色ブロック（¢10～20mm）10％  

10 暗褐色細砂層  00 As－B 5％、黄橙色ブロック（¢10mm）5％  

11にぶい黄褐色微砂層 ○◎ 黄橙色ブロック（¢10皿山）20％  

12 にぶい黄橙色細砂層 00 黄樺色ブロック（¢10～30mm）主体  

13 にぷい黄橙色微砂層 00 黄橙色ブロック（¢10～30皿）20％  

14 にぶい黄褐色細砂層 ○△ 黄橙色ブロック（¢10mm）20％  

D  l：60  2m  

Fig．19 T－1号竪穴状遺構、WLl溝跡  
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W－1  

W2号滞跡セクション（北）  

1暗褐色細砂層  00 AsC・HrFP 5％  
2 にぷい黄褐色細砂層 00 Hr－FP 2％  

W－2号清跡セクション（南）  

1 灰黄褐色細砂層   ○△ 硯耕作土  

2 褐色細砂層  ◎○ 現代の水田耕作土  
3 灰黄褐色粗砂層   ○△ AsB混土層  
4 にぶい黄褐色細砂層 00 As－C・HrFPlO％  

5 暗褐色細砂層  00 AsC・HrLFPlO％  

W6号滞跡セクション  

1 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFPlO％  

2 褐色細砂層  00 As－C・HrFP 2％、  

黄橙色ブロック2％  

0  1ニ 60  21れ  

0  1：120  ∠Im   

Fig．20 W2・6号溝跡  
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調査区外  

L＝123．8m   

W－3   

W3号溝跡セクション  

1 灰黄褐色細砂層   ○△ 現耕作土  

2 褐色細砂層  ◎○ 現代の水田耕作土  
3 灰黄褐色粗砂層   ○△ AsB混土層  
4 にぷい黄褐色細砂層 00 As－C・HrFPlO％  

5 にぷい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP 5％．炭化物1％  

6 暗褐色細砂層  00 As－C・HrFP 5％  

W－4・5号溝跡セクション  

○△ 現耕作土  

◎○ 現代の水田耕作土  

○△ AsB混土層  

00 AspB15％、AspC・HrFP 2％  

00 AsB 5％、AsC・Hr－FPlO％  

00 AspC20％、Hr－FP 5％、炭化物1％  

00 AsC・HrpFP 5％  
00 As－ClO％、Hr－FP 2％、部分的に黒褐  

色土ブロック  

W－5   

1 灰黄褐色細砂層  
2 褐色細砂層  

3 灰黄褐色粗砂層  
4 灰黄褐色細砂層  

5 灰黄褐色細砂層  
6 にぷい黄褐色細砂層  
7 にぷい黄褐色細砂層  

8 暗褐色細砂層  

調査区外  

0  1：60  2m  

Fig．21W－3～5号溝跡  
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＿A＿L＝123．9m  ＿＿A  

U－1号埋設土器セクション  

1 にぶい黄褐色微砂層 00  ％
％
％
％
 
 

2
 
1
 
1
 
1
 
 
 

下
下
下
下
 
 

以
以
以
以
 
 
 

m
 
m
 
m
 
m
 
 
 

m
…
 
m
一
‖
 
m
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
 
 

¢
．
d
＼
¢
＼
¢
 
 
 

石
石
石
石
 
 

軽
軽
軽
軽
 
 

色
色
色
色
 
h
 
 

自
白
自
白
 
 

JD2号土幸iセクション  

1 褐色抑砂層  （⊃O AsC l％  
2 にぶい黄褐色微砂層 00 黄褐色軽石（¢1mm以下）1％、白色軽石1％  
3 黒褐色徴砂層  （診（⊃ 黄褐色軽石（≠1～5mm）1％   

2 褐色微砂層  
3 暗褐色微砂層  
4 褐色微砂層  

0  】：30  

4 黄褐色微砂層  Q）○ 黄褐色軽石（¢1～5mm）1％、  
赤褐色軽石1％・   

5 オリーブ褐色微砂層 00 黄褐色軽石（≠1mm以下）1％  

D－3  D－4  

A L＝123・9m  A′  l L＝123・9m  〟   〟  A L＝123．9m  A L＝123．9m  ＿止  

D－1号土坑セクション  
1 にぶい黄褐色細砂層 ⊂）∠ゝ  

D－3号土坑セクション  
1 にぷい黄褐色粗砂層 ○× AsB50％、HrFPl％、黄橙色ブロック  

（¢ 5～20m）10％  
2 にぶい黄褐色粗砂層 00 AsB50％、HrFPl％、黄橙色ブロック  

（≠ 5～15日lm）1％  

AsB 20％、AsC・HrFP 2％  

D2号土坑セクション  
1 灰黄褐色粗砂層    ○× AsB 50％、Hr－FP 5％  

2 にぷい黄褐色粗砂層 △∠ゝ AsB 50％、黄橙色ブロック  
D－4号土坑セクション  

D－7 1 にぷい黄褐色細砂層 ○△ AsB20％、  
HrFP l％  

D－8  

D－5  

L＝123．9m   

」 

l L＝123．紬  

L＝124．11］  
D－5号土坑セクション  
1 にぷい黄褐色細砂層（⊃△  

AsB20％、HrFP 5％  A L＝123・9皿  A′  

D6号土坑セクション  
1 灰黄褐色細砂層   ○△：呪耕作土  
2 褐色細砂層  ◎（⊃ こ呪代の水田耕作土  
3 灰黄褐色粗砂層   （⊃△ AsB混土層  
4 にぶい黄褐色細砂層（⊃（⊃ AsB20％、AsC・HrFP  

lO％  
5クこぶい黄褐色細砂層 00As－B20％、AsC・HrFP  

＾  5％、黄橙色ブロック  
（¢10～30mm）5％  D－8号土坑セクション  

1 灰黄褐色粗砂層   △△ As－B50％  
2 にぷい黄褐色細砂層 ○△ As－B20％、黄橙色粒10％  
3 黄褐色細砂層  △△ AsBlO％、黄橙色粒・  

ブロック50％  
4 にぷい黄橙色細砂層 △△ AsBlO％、黄橙色粒・  

ブロック20％   

（¢10mln）5％  
（¢10～30mm）20％   

（≠10～30mm）20％  

6 褐色細砂層  （⊃O AsB20％、AspC・Hr－FP 5％、  
黄橙色ブロック（¢10～30mⅧ）10％  

D7号土．坑セクション  
1 灰黄褐色細砂層  
2 褐色細砂層  
3 灰黄褐色粗砂層  
4 褐色粗砂層  
5 灰黄褐色粗砂層  
6 にぷい黄褐色租砂層  
7 にぷい黄褐色粗砂層  
8 にぶい黄褐色粗砂層  
9 にぷい黄褐色粗砂層  
10 にぶい黄褐色細砂層  
11 明黄褐色糸田砂層  

こ呪耕作土  
三呪代の水田耕作土  
As－B浪士層  
As－B50％  
As－B50％、黄橙色ブロック  
AsB30％、黄橙色ブロック  
AsB50％  
AsB30％、黄橙色ブロック  
AsB50％  

△
○
△
△
△
△
△
△
△
△
0
 
 

0
◎
0
0
△
0
0
0
0
0
0
 
 

鼻＿t＝軌、恥  

D9号土坑セクション  
1 にぷい黄褐色細砂層  

△（⊃ Hr－FP l％  
2 暗褐色細砂層   

（⊃（⊃ Hl一－FP 2％  

O  l：抽  二2血   AsB20％、黄橙色粒20％  
AsB20％、黄橙色ブロック（¢10～50m皿）20％  

Fig．22 U－1・JD2号土坑、D－1～9号土坑  
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D－10  

Aノ  A′＿ A L＝123．8m  l′  A L＝123．8m  A′   A L＝123．如l  A L＝123．9m  

l榔畑】紺 00 AsC・HrFPlO％  
D－10号土坑セクション  

D13号土坑セクション  
1褐色細砂層  00 AsC・HrrFP15％、黄橙色ブロック  

（¢5～10mm）2％、炭化物1％  
2 暗褐色細砂層 00 AsC・HrFPlO％、黄橙色ブロック  

p－5（¢5～20mm）5％ p－6  

1灰黄褐色粗砂層 △△  D11号土坑セクション   
AsB50％、黄橙色粒1％1灰黄褐色粗砂層  ○△ AsB20％  

2 にぷい黄褐色細砂層 ○△ As－BlO％  

P‾ 

⊥ユェ 
A  

P－4  P－1   

＿・○ －  

⊥一  
入          ■一一一－－一■   

Aノ   A L＝123．8m A′  A′ A L＝123．9皿 ＿＿且＿＿．＿LL＝123・9m A′  A L＝123・9Ⅶ  A L＝123．9m   ∧′  A L＝123．紬  

P1号ピットセクション  
1 にぷい黄褐色細砂層 △△  

As－BlO％、HrFP 2％  

P2号ピットセクション  

1 褐色細砂層  （⊃△  

AsB 5％、HrFPlO％  
2 にぷい黄褐色細砂層 ○（⊃  

As－B 5％、HrFP 5％  

P－7   

－‥こ・  

A L＝124．3m A  

P5号ピットセクション  
1 にぷい黄褐色細砂層 （⊃△  

As－BlO％、HrFP 2％  

P6号ピットセクション   

P3号ピットセクション  
1 にぶい黄褐色細砂層 ○△  

AsB20％、Hl・FP 2％、炭化物1％  
2 にぷい黄褐色細砂層 ○（⊃  

As－C・HrFP 2％、黄橙色粒  
ブロック（¢ 5～20mm）1％  
AsC・Hr－－FP 2％、黄1登色粒  
ブロック（≠ 5～20mm）20％  

P-ll1 

As－BlO％、黄橙色粒・ブロック（¢5～15mm）5％1暗褐色細砂層 △○  

クン 
AsB5％、HrFP2％  2褐色微砂層 △O  

P－8  p－9  P－10  

A ＿   

L・一」（塾止  
A L＝123・8m  ＿止  」JいⅠ乱加  ＿＿L J」L＝123・紬  ∧′  A L＝123・紬  止  

P－10号ピットセクション  

1 にぷい黄褐色粗砂層 ○× AsB20％  

2 褐色粗砂層  △× As－B20％、黄橙色粒  
5％、部分的に堅緻  

P11号ピットセクション  
1 にぶい黄褐色細砂層 00 AsC・HrFP 5％、  

P【7号ピットセクション  
1 にぷい黄褐色粗砂層 ○× AsB20％   

P8号ピットセクション  
1 にぷい黄褐色細砂層 △△ AsB20％  
2 灰黄褐色細砂層   00 As－BlO％、黄橙色  

粒3％  

P－9号ピットセクション  
1 にぷい黄褐色粗砂層 △× AsB20％  

2 褐色細砂層  ○△ AsBlO％、黄橙色粒  
5％、部分的に堅緻  

＼4二  

炭化物1％  
00 AsC・HrFP 2％  2 褐色細砂層  

官．．．．．．」竺⊥㌣  

A L＝123・9山  

Ⅰ－1号井戸跡セクション  

1 灰黄褐色粗砂層   ○△ AsB50％  

2 にぶい黄褐色細砂層 ○△ AsLB20％、AsC・HrFP 5％  

3 にぷい黄褐色微砂層 △O AsBlO％  

4 暗褐色粗砂層  △△ AsB50％、黄橙色粒5％  

Fig．23 D－10～13号土坑、P－1～11号ピット、I1号井戸跡  
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叩○出  

Fig．25J－2号住居跡出土遣物  
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Fig．26 H1～3号住居跡出土遺物  
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Fig．27 H－4・5号住居跡出土遺物  
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Fig．28 H10・11号住居跡出土遺物  
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Fig．29 H12・15・16号住居跡出土遣物  
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Fig．30 H18・19号住居跡出土遺物  
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Fig．31H19号住居跡出土遺物  

－ 54   



、I－一  

十÷  

萄  

qこ．・・  

0  1／4   10cm  ー   ー 

Fig．32 H19・20・21号住居跡出土遺物  

55 －  



T－1  

≡す≡讃  

士乍亡小  ■卜■  

．．・■融 ■t  

95（llr－1）   

98（lY－4）  

、  

吾㍍ 
1 

．
∫
 
 

才
H
h
l
J
屯
 
 

も
 
 

1：i  ㌔
 
 

・■■ヰ確  
ヽ㌔や¶．√．－ア99（D－9）  96（lV－3）  

′ ・⊥＿  J一■一   

′†鮒、‘・ヽ    ■＼102（D11）  
101（D－11）  100（D11）  

＿ 
1  

ノ  

忘「』  
・・ヽ  ．■■  

103（表採）   
104（表採）  

0   1∴＿＿＿＿聖■－－   

Fig．33 T－1号竪穴状遺構、溝跡、土坑出土遺物  

56 一  



石器6  

L］ 

石器5   

0  1／3  冊キロ  

ピコ凸  

石14  

0  1／2  5Cm  

』＝ニ 

Fig．34 石器・石製晶・土製晶  

57  



・（璽⊃  ∈〕〉  

・！てトト   

田 鉄10   

町  】r12  耳Cm  

0  1／2  F印   

Fig．35 鉄器・鉄製品・文字瓦  

58  



一
 

一
∴
J
「
■
 
■
 
 

■
‥
 
 
■
■
■
 
■
一
J
一
 
睡
…
咄
．
き
畢
T
■
 
 

一
■
 こ

ニ
 

J主 
＝「モ≠・ 

て 

一
 
 

■  
†
 
 

＿
 
r
■
リ
 
 

」
∴
 
 
 

・
 

正
▼
 
 

√
 
 

F軒，，≠＿ 

． i＿．－1・・ソ㌣tl▲覇． l 十 苛
悪
用
‥
㌔
里
虜
 
 

l
ヽ
 
 

1
．
i
．
申
∴
J
．
吉
 
 
 

．
′
い
＝
 
 

互
 
■
 
伴
 
 

ー
 
 
 

■
l
■
 
 
 ご「＿ごl  

・
子
 
■
 
 

丁
■
」
拙
∵
■
ヒ
 

い
 

■
■
㍉
¶
†
－
．
．
 
 

■
H
 
 

∵
、
1
 
 
 

・
∵
一
群
■
 
 

峯
†
∵
■
㌧
・
・
H
 
 

－
ヽ
 
 
 

・
 
 

■
 
 

彗
 
 
 

∵
＝
 
 

ー
 

■
′
■
 
 

J
乱
打
 
 

．
ド
「
 
 

∫
貴
†
一
．
▲
 
 

√▲■ －‾  

（・ ■  ヤ上・親：J ＿ 

ゝ 

q
」
 
 

瓦
 
 

五
㌔
 
 

■
．
斬
り
 
 

「
 
1
．
■
 
 

J
≠
 
 

▼ヽ  
1J嘩＿J  

口
 
 

官
ト
㌦
も
り
卜
し
上
．
 
 

－
、
 
 

瓦3  

t二・、  
▲一一一▼  
一一  ■J■ll  

∩＝＝〓〓U‥ 

・  

叱
 
り
．
．
二
・
．
袖
 
 

鮒
㌢
・
㌔
㌢
 
 

川
 

叱
 
り
．
1
 
 

廿
 
 

軒  ヂ
 

■
㌧
．
当
 

j
－
 
 
 

■
√
′
 
 
 

－｛－ン  

軒華  

l－  l ・l津速一   

T
岳
 
 

－
号
∴
∵
 
 
 

・   

譲 ■t「  

： ∵iJL  

・   
ーー＝・i・1－J  

瓦4  

LT∴＿⊥＿＿＿」㌣  

Fig．36 瓦（1）  

59 －   



■転ヰr Jl  『
り
」
．
 
 

〆．て：  

智
．
－
井
 
射
 
 

J
′
 
 

－
．
′
 
 

且
】
 
 

■
 
▼
へ
－
1
．
 
 

〒
．
揖
 
 

．
√
 
 

〔
蟄
－
・
′
 
 

イ
「
 
 

㌢
紅
攣
。
諒
∵
 
 

一
u
 
一
 
 

′
■
．
 
 

．
一
品
r
・
■
”
牡
J
・
甘
招
√
 
 

も
．
 
 
T
■
 
 

■
．
1
 
H
r
 
1
．
」
 
 
 

瓦8  

瓦9  

ll：：  

・■－●r■て  

■l●   l・ ・ト  

ぜ甲誓畢t  ユ 

耳   
耳
い
－
L
 
 

ごrJ小＝1■■ ‾「 き・   
● ■■l▼l   

．t■ r・二；，  

f・・；  

簡∴・一  
1「  

．・T■ 叫  

．．＿  ∴t：－■t＿  

．＿・∴  

t l・■ ■  

ユ ●†  

転出忘轟王墓  

．
 
 
 

■
咤
1
甘
 
 
 

㌧
 
也
 
 

■
ヽ
 
■
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
■
 
 

瓦1D  

＝  

■■▲  
・ 

＝を■ij．． 彗  ‖
r
．
．
■
 
 
巧
 
 

リ
↓
 
 

．
 
 

■
 
h
■
ュ
．
 
 

卜
′
矩
藍
 
 
 

、
■
一
 
 

ト・二・・・ ‘ 
・一＿J  

＝■－．鱒－i媒・＝＝こ  

瓦11  

D  l／6  2ロ珊  

Fig．37 瓦（2）  

－ 60  



．
㍉
 
∴
へ
＼
 
 

口
〓
 
 

tト、・：吋  
】ヽ  

一， ■、’rl ．．＼∴・∴∵∴拉∵      ′ヽ  

一一一丁一－■′   

ト
∴
 

■
 
一
 
ヽ
 
 

苛
¶
 
七
千
∴
 
 

√
巨
∴
∵
‖
 
⊥
 
 
 
ェ
一
8
ト
〃
1
ノ
ー
㌧
守
一
 
 

＿ ■1  

．
 
 

ミ．ミi  
J ′I■一・▼＼▼■・‾  

‾ ㌧■・  
・．i・  

r
ヽ
 
」
」
 
 
 

■■▼T■■  

も
 
1
㌧
七
 
 

）
r
 
■
－
 
 

▲
 
 
 

1  ■・  ■′   ■  
l  

ーL■－・  ■1】  

J  

、  ヽ  

l  

ニ⊂＝＝エコ  
qこコニ  

〓
∩
 
 
 
 
 
＝
 
 
 
 
 
 
∵
 
 
 
．
I
・
1
1
1
・
－
－
－
－
－
■
】
一
．
■
■
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
・
l
一
 
 
 
 
 
ヽ
 
 
‥
・
㍗
∴
軍
J
ノ
＝
・
・
 
－
．
一
－
 
r
l
 
‖
 
 

聖中甥知殉＿  

㌢㌧ 1軒  
こ＿  

ミ‾こ ‾▼‾‾増  
I  

ノLこ  
T  ご＝‥＼、  

′－－・＝    ■■ ▲  

i√∴′－ j■ ll   

hト∵Jゝ             l 一トト浩 一  

、 、  、、l、こ：・－、、・、・、、！  

－
．
．
 
 ∩

 
 
 
 
 
＝
 
 
 
 
 
〓
 
 
 

・
 
 

】
ノ
一
 
 

I 十ミ∴  

．。，一一声ナ‘ニ ■          I、  l■－、－、－－■・．．－－、  

．
 

・
ヽ
 
I
⊥
－
－
－
1
－
 

J
■
一
－
－
 
 

し
〕
■
 
▲
■
．
 
 

√   ユ  「ニ・  

■」 ＿  も  

■＿■・一・■＋′         －l■ ▲′l  

．－t l：．1  
◆、I、、   

－■  什√J  

l  

一
 
1
 

■
■
 
 

．
 

什
 
 
 
√
り
 
 
ー
ト
 
 

■
l
－
㌧
．
，
 
 
‖
■
 
 

、
 
 
 

」
 
 
 

．
 
ん
‖
 
 

‖
巨
ほ
．
り
．
 一

▼
▲
 

r
 
 

1
叱
 
 

小
．
 
 

い
▲
．
 
 

P
・
 
 

■㌔∴無音ご「－一  
冬  

＝ヒ＝＝ク  
瓦14  

＼、＼＼＝  

l
 
－
J
り
ー
 
 
 
t
 
 

．
 

†
－
・
－
 
㌧
．
 
 
 

l
r
 
 
 
 
 
．
 
 

・
 ・
l
 
 
 

r
r
r
－
 
■
 
上
F
ト
 

ー
7
J
 
 

ト
ー
J
㌧
．
＋
r
 
 

■
－
．
－
1
日
∫
－
－
ト
ト
ぎ
 

・
・
ハ
r
■
 
 

r
．
一
 
 

】  

L  

㌔コニ  

∴
ト
ト
 

・
 

一
人
′
■
 
 

■ ノ′ ト ▼J一，■  

瓦17  

ヂ＝㌔  
0   1／6  抽h   

Fig．38 瓦（3）  

－ 61  



；Tエ   ＿ ． … 
＝声  

■
■
 
 

・jlこ■．了J’1 l  
■こ  

叩
且
「
恨
r
 
 

I
．
■
∵
 
 

J
 
 

「
チ
■
8
 
 

r
 
 

，
 
l
「
 

，
ヽ
■
 
 

〓、、．、 ．．．        二  

謹
ん
 
 

．
一
一
 

．
 

軌
声
 
 ニ

ず
」
－
ト
ー
・
t
 
■
．
－
■
■
・
－
 
 

．
一
札
l
h
 
 

・
・
心
 
 

■
－
■
 
 
 

．
－
一
 
 

覧
－
 
 

瓦21   

二  m   

Fig．39 瓦（4）  

62  



∵
 

L
㌧
J
 

一
●
ミ
・
 
 

■
 

吋
男
・
∵
㌻
 
轟
 

】
 
■
‥
二
 
 

‥
膚
＝
 

岩
丑
髄
瞭
僧
職
甜
 
 

J
■
■
 

鞘
㌣
品
革
．
」
√
．
宣
h
 
 

ま
√
阜
．
 
 

■ †Iキニー  

ー「   
たi■．‘  甘

、
．
首
肯
軋
㌔
 
 

身宅ヰ∵・．．塩草                          ■■  

L
 
 

メ
 
 

．
J
ト
．
．
「
止
 
 

瓦24  転
 
 

○一  1／6  2D帥  

J．．■．i＝．；     こ  

Fig．40 瓦（5）  

－ 63 －  



′
軒
宥
 
 

瓦26  

＝聖≡ヨニ   瓦3。  

〓
m
〓
‖
u
〓
 
 

瓦34  

1／6  

0      20叩l ：．．．・．1      1   
Fig．41瓦（6）  

ー 64 一  



P」．1   

廓二  t一喝転 ノ  
も．  
■  

電′、F一  
f  

∴
壕
甘
 
 

・ごテn l  

」
」
－
 
 

－・ご寸  

一L 

彗」．二′1麒1  

‡事、′lト L  

鞄こき■ニモー  

1     ＿：r＿      ＿  

l  

J－1号住居跡全景（南から）  J－1号住居跡埋設土器（南から）  

l ノ豆－イ・甘  
l    ■  

■
t
■
L
■
一
L
、
J
l
 
”
－
刊
一
 
一
■
 
√
．
1
－
1
■
 
 
 

・
 
撫
鴨
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＿
▼
t
 
一
 
■
 
 

1
 
▲
T
．
．
t
 
 

し
 

、
、
 
 

ー
．
ユ
七
 
l
 
 
・
■
・
し
 
′
J
■
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L
 
 
 
 
 
ヽ
 
′
 
 

・
 ・

′
ノ
 
 
ー
 
 

l
、
 
 
 

ノ
・
√
芋
且
 
 ′

′
 
 

『
 
 

】
 
 

J
 
 

．I－2号住居跡遣物山土状況（北から）  

J－2号住居跡埋設土器セクション（北から）  J－2号住居跡埋設土器（北から）  

＝ご丁こ＝」■  ■丁二＝哲■苛；㌔▼i「  

U－1号埋設土器セクション（西から）   



PL．2  

調布区全景（而から）  

Tl1・7号イ］淵跡全景（西から）  ＝2号件居跡全景（州から）  

Jヰ・▼▲  

′ ■、－  d
り
ー
 
 

■   

羊′ 
■ ‾  一    ▲ヽ  

■
 
■
＿
J
 
 

H2号住居跡竃全局（西から）   H－2号住居跡竜山退場「卜．土状況（西から）  



PL. 3 

博『帯■F◆＝T叩    ヽ  

1
．
．
へ
㌧
 
 

、
＼
 

「
．
 
 

■ 7
1  
 

、
 
 

r
J
 
 

り
勺
 
 

1   

r ■  

し  ll  

H3号住居跡竃全景（西から）  H－3号住居跡全景（西から）  

H－4号住居跡竃全景（西から）  

H4号住居跡竃内遣物出土状況（西から）  

5号住居跡竃全景（西から）   H5号住居跡全景（西から）  



H6号住居跡全景（北西から）  

t
■
」
一
 
岬
 
1
 
 
 

一
山
l
－
．
ノ
 
」
 
 

．． 
 

1
 

明
J
β
1
潮
 
 

1
．
－
 
 

ヽ
」
■
、
－
 
 

メ
 
 
 
 
■
 
 
 
一
 
 

一
．
壷
冊
 
 

」 ＝■  ■∴ま  
．
．
〃
J
．
∵
ゝ
＋
∴
‖
 
 

ヽ
．
〆
 
1
 
 
 

′
 
 ヽ． ヽ  

■     ■■  工事  
ノー＿  

l・・l一日七Ⅲ相調嘩i】と（仲か引  l・l一軒柚仙川酢掛鼠H（西から  

調査区北側遺構検．州犬況（南から）  



Pし．5  

r．■■†．腰間軒禦㌣叩∵●‘T¶∴彗押                                         ヽ、－   
㌣「－て1・7小郡・：－甲T‾‾－ 1†  

H
J
．
り
】
 
■
■
 
 
・
 
 

鮮
 
 

ちt・－  ・ ヽ  1ト・  
．   ＿し、 

、  、  

・・ヽ、－・ 

▲1  一  
・′・P、  

巾 －  

r  

l  

／  

ノ  
√洒ト■  

．■11  

．I  

コ’ノ   ノ′ 
′宣ユ  

．
 

H－10号住居跡全景（西から）  H10号住居跡竃全景（西から）  

▼＿－I  

り      」  ヽヽ■  

H11号住居跡竃全景（西から）  

H11号住居跡竃左袖前遺物什．土状況（西から）  

押さ一＝  ヂ苛F   

・1し  ノ  ヽ  

■
 
 

ヽ
 
．
 
 

■ 」  
1  

l、、－  

・ lt．＿耳’；∴、皿，i・罠．  
「∴＿・  

1－J  

H12号住居跡全景（西から）  H－12号住居跡竃全景（西から）   



H14号住居跡冠全景（西から）  H－14号住居跡全景（西から）  

d■r  

LI16号住居跡全潰（西から）  ⅠⅠ16号住居跡遣物出土】lノミ況（東から）  

ト：ヽ1～一  ▼■′－   

ノ I  

：u   

・  

H－17号住居跡冠全局（西から）  Il17引1二吊跡うモ景（西から）  

「Ⅰ一18号住居跡箭仝景（酉から）   



PL，7  

H－19号住居跡全景（西から）  

トl一柑▼引i三居跡荊11i打ボ（西から）  H－19号住居跡竃全景（西から）  

匝
仁
 
 

トⅠ19号住居跡P5遺物出土状況（北から）   H－19号住居跡竃遺物出土状況（西から）  



■■  
H－20号住居跡全景（東から）   H－20号住居跡竃全景（東から）  

W2号溝跡全景（南から）  W－1号溝跡セクション（西から）  

D－11号土坑遺物出土状況（北から）  W－3号構跡全景（北から）  

Ⅰ－1号井戸跡全景（北から）  発掘作業風景   



PL．9  

縄2（J－1）   

縄1（J－1）  

縄4（J－1）  縄5（J－1）  

縄7（J－1）  縄8（J－1）  
縄6（J－1）  



P」．10  

縄10（J－2）  

縄9（J－2）  

縄12（J－2）  縄13（J－2）  
縄14（J－2）  

縄11（J－2）  

・一斗・   
，．、・ヾ十一 ▼  

縄15（J－2）  

萄   

縄20（J－2）  

縄21（J－2）  縄23（J－2）   



PL．11  

l■  

2（H－1）  3（H－1）  1（H－1）  

．ノ   

4（H－2）  

l≠、ざご∴、－‾－〒：・  

5（H－2）  

11（H－2）   

‾‾i‾妄＿二‾ 8（ 
H－2）  

ーヽ■ 

■夢i＝‾   10（H－2）  



PL．12  

＝ 、－  爛■■■■  

14（H－4）  
17（H－4）  

叫■・・■・・一  

18（H－4）  

22（H－9）  

21（H－5）  
23（H－9）  

、磁  

24（H－9）  
26（H－9）  25（H－9）  

27（H－9）  
28（H－10）  

29（H－10）   

l二l・‾T」‥一ご・  
ご・l。  

30（H－10）  31（H－10）  
32（H一】0）   



P」．13  

33（H－10）  

37（H－11）  

、三⊥．  、．J、∴．十  ーニ′●■  
39（H－】1）   

41（H－11）  42（【1－11）  

50（H→15）  

43（H－】1）  

59（H－16）   



PL．14  

53（H－16）  
52（H－16）  

．領i旨  ：二軍 、「廃  て 、  

＿   」■■▲′   

61（H－18）  
63（H－19）  

、1等－「  
65（H－19）  64（H－19）  

66（H－19）  

ーモノ＝－ 1■瞳二  

68（H－19）  
69（H－19）  

－ニ∴三．・＿‥  

72（H－19）  
70（H－19）  71（H－19）  

75（H－19）   73（H－19）  



PL．15  

76（H－19）  77（H－19）  79（H－19）  

干義軍丁－  

78（H－19）  

80（H－19）  

82（H－19）   



PL．16  

才
一
メ
 
 

85（H－20）  

’一㌔；  
t’い1、・・．圃  

F十十l＋l弓十∵ゝ  

86（H－20）  

96（W－3）  
97（W－3）  

1萄更丁■  
、－．＿±＝二＝「‾一・・・⊥  

聖  

100（D－11）  99（D－9）  
101（D－11）   

102（D－11）  



PL．17  

ヰ   

石器4（J－2）  

†十十i十、÷？日   

石器6（Ⅹ45、Y125）  石器1（J－1）  

■ 
ヽ 

石器3（J－1）  
∴て、ヽ  

．ヽ■＼ ヽ、11・  

石器2（J－1）  

．
A
ト
ト
 
 

ニ三・J■1L’，．：‘  

t； ‾’‾－・・・・・－．“．．‖．－＿一‘  

石器5（J－2）  

㊥  や  

石12（H－17）  

帝  

石8（H－11）  

昏  

石15（H－21）  石2（H－9）  石7（H－11）  

石10（H－16）  

舌－・・一  

石3（H－9）  石11（H－16）   
石5（H－10）  



PL．18  

9
 
 

濾
鋸
出
 
 

癖
首
点
芦
r
8
 
 
 
 
 
 
 
 
鉄
 
 

君
h
 
 

（H－12）  

鉄4（トⅠ一10）  

側一璃恥  轟肘  

鉄5（H－10）  鉄10（H－19）  

瓦21（H－19）  

瓦22（H－19）  瓦23（H－19）  

瓦25（H－19）   瓦24（H－19）  



抄  録  

フ リ ガ ナ  モトソウジャオウミイセキグン（4）   

書  名  元総社蒼海遺跡群（4）   

副  吉  名  前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書   

巻  次  

シリ ー ズ名  

シリーズ番号  

編 著 者 名  近藤 雅順 ・ 池田 史人   

編 集 機 関  前橋市埋蔵文化財発掘調査団   

編集機関所在地  〒3710018 群馬県前橋市三俣町二丁目102   

発行年月 日  西暦2006年3月3日   

フリガナ  フリガナ  コ ード  位  置  
調査期間  調査面積  調査原因  

所収遺跡名  所在地                   市町村  遺跡番号  北 緯  東 経   

モトソウジャオウミイセキ  前橋都市計画  
元総社蒼海遺跡   事業元総社蒼   

グン 群（4）   マチ 町1713他  

10201   約448Ⅰぜ  
17A130  36023′33′′  139001′38′′  20050909 ～  

20051125  
海士地区画整  

理事業   

主 な 遺 構   主 な 遺 物   特記事項   

縄文時代  竪穴住居跡2軒、土坑2基  縄文土器、石器  

元総社蒼海遺跡  
古墳時代  竪穴住居跡4軒   土師器、須恵器、石製模造品  

構1、軒、溝跡4条  石製品・土製品、瓦   

元総社蒼海遺跡群（4）  

2006年2月24日  印  刷  

2006年3月3日  発  行  

編集発行 前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

前橋市三俣町二丁目102  

TEL O272319531  

印刷所 朝日印刷工業株式会社   




